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平成 22年

人が好き、まちが好き、うちなだ

内灘といえば・・・海！！
大勢の人が今年も海水浴に訪れることでしょう。
今年はサーカスも公演していて、楽しい夏になりそうですね。
先月の海浜清掃は天候不良で中止となりましたが、
キレイな海岸を維持するためにも、
ポイ捨て禁止や花火の後片付けはしっかりしましょう。
また、海での事故には十分気をつけてください。
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計
画
を
支
え
る
５
つ
の
視
点

視
点
① 「
子
育
ち
」を
支
援
し
よ
う
！

視
点
② 「
親
育
ち
」を
支
援
し
よ
う
！

視
点
③ 「
子
育
て
家
族
」を
支
援
し
よ
う
！

視
点
④
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　

 

質
・
量
を
確
保
し
、利
用
し
よ
う
！

視
点
⑤ 

地
域
づ
く
り
ま
ち
づ
く
り
を
通
し
て

　
　
　

 

子
育
て
を
支
援
し
よ
う
！

特
集

　

基
本
理
念　

「
子
育
ち
親
育
ち
を
温
か
く
見
守
り

支
え
あ
う
内
灘
づ
く
り
」

　

基
本
目
標

① 

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

　

 

環
境
づ
く
り

② 

子
育
て
と
親
育
ち
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

③ 

子
育
て
を
理
解
し
、支
え
る
環
境
づ
く
り

内　

町
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画（
後
期
計
画
）

子
育
ち
、親
育
ち
を

　

温
か
く
見
守
り
支
え
る

　
　

内　

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

　

本
町
で
は
平
成
17
年
3
月
に
策
定
し
た「
内　

町
次
世
代
育

成
支
援
地
域
行
動
計
画（
前
期
計
画
）」に
基
づ
き
、地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
と
家
庭
の
支
援
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。今
後
よ

り
一
層
、子
育
て・子
育
ち
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
内　

町
を
目

指
す
た
め
、計
画
の
見
直
し
を
行
い
、「
内　

町
次
世
代
育
成
支

援
地
域
行
動
計
画（
後
期
計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、こ
の
計
画
で
進
め
て
い
く
子
育
て
支
援
施
策
の

方
向
性
や
目
標
に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

基
本
方
針

① 

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
充
実

② 

乳
幼
児
及
び
児
童
並
び
に

　

 

母
性
の
健
康
の
確
保
及
び
増
進

③ 

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に

　

 

資
す
る
教
育
環
境
の
整
備

④ 

子
育
て
を
支
援
す
る
環
境
の
整
備

⑤ 

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立

⑥ 

子
ど
も
の
安
全
の
確
保

⑦ 

保
護
や
特
別
な
支
援
が
必
要
な

　

 

子
ど
も
へ
の
き
め
細
や
か
な

　

 

支
援
体
制
の
整
備

　

重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

　
「
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
」と「
児
童
・
生
徒
の
自
立
支
援
」の
2

つ
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
設
定

し
、計
画
的
・
優
先
的
に
施
策
・
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

◎
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

　

後
期
計
画
で
は
、就
学
前
の
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、就
学
以
降
の
児
童

や
生
徒
た
ち
も
含
め
、「
内
灘
町
の
子
育

て
拠
点
」と
し
て
、カ
ン
ガ
ル
ー
ム
内
灘

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と
も

に
、子
ど
も
や
子
育
て
支
援
に
関
わ
る

内
灘
町
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動

計
画
評
価
委
員
会
を
開
催
し
て

　

後
期
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、前

期
計
画
策
定
委
員
、保
育
の
専
門
家
、保
育
所

長
、幼
稚
園
の
園
長
、民
生
児
童
委
員
、企
業

の
代
表
、子
育
て
中
の
親
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
方
に
評
価
委
員
会
の
委
員
と
し
て
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、事
務
局
か
ら
内
灘
町
の
子
ど

も
を
取
り
巻
く
現
状
報
告
を
し
、少
子
高
齢

化
の
進
行
、若
い
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
に
よ
り
晩
婚
化
も
進
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
17
年
に
こ
の
計
画
を
策
定
し

て
か
ら
、今
日
に
至
る
ま
で
の
、町
の
取
り
組

み
状
況
を
検
証
し
、後
期
計
画
を
支
え
る
５

つ
の
視
点
、基
本
理
念
、基
本
目
標
、基
本
方

針
、ま
た
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を

確
認
し
前
期
計
画
を
踏
襲
す
る
方
向
で
検
討

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。委
員
会
開
催
の
度
に
、

委
員
か
ら
は「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」と
言
う
強
い
気
持
ち
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
お

立
場
か
ら
議
論
し
て
い
た
だ
き
貴
重
な
ご
意

見
を
頂
き
ま
し
た
。

〈
委
員
の
意
見
〉

●
現
在
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
保
育
所
の
民
営
化
の

進
捗
状
況
は
？
民
営
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
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内灘町子育て
支援センター

学校
教育センター

（カンガルーム内灘）

行 政保育所（園）
幼稚園

主任児童委員
母子保健
推進員

医療機関

企 業

保健
センター

公民館
児童館

主任児童委員
母子保健
推進員 育児サークル

ボランティア
NPO

人
々
・
機
関
そ
し
て
住
民
等
、地
域
み
ん
な
で

連
携
・
協
力
す
る
こ
と
で
、内
灘
町
で
の
子
育

て
を
応
援
し
、『
子
育
ち
』の
み
な
ら
ず『
親
育

ち
』に
も
つ
な
が
る
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
　

関
連
施
策
・
事
業

　
　

●
保
育
所
の
民
設
民
営
化
の
推
進

　
　

●
カ
ン
ガ
ル
ー
ム
内
灘
の
拡
充

　
　

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

　
　

●
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の

　
　
　

開
催
・
活
動
支
援

◎
児
童
・
生
徒
の
自
立
支
援

　

子
ど
も
が
社
会
の
中
で
自
立
し
て
主
体
的

に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
は
、心
身
の
健
康
と
と
も
に
、知
識
や

技
能
だ
け
で
な
く
、「
学
ぶ
意
欲
」「
思
考
力
」

「
表
現
力
」「
問
題
解
決
能
力
」等
を
含
め
た
確

か
な
学
力
、さ
ら
に
他
人
を
思
い
や
る
心
や

感
動
す
る
心
な
ど
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ

と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

後
期
計
画
で
は
、『
子
育
ち
・
次
世
代
の
親

育
ち
』支
援
と
し
て
、学
校
で
の
学
習
と
と
も

に
、地
域
で
の
異
年
齢
・
異
世
代
交
流
や
、自

然
体
験
、職
場
体
験
等
様
々
な
体
験
・
活

動
に
参
加
で
き
る
機
会
を
確
保
し
ま

す
。ま
た
、子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
、食
事
に
対
す
る
配
慮
や
健
や
か

な
体
の
育
成
に
注
目
し
、子
ど
も
の
生

涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
の
維
持
・
増

進
に
向
け
た
施
策
・
事
業
を
展
開
し
ま

す
。

　

 

関
連
施
策
・
事
業

　

 

●
地
域
資
源
を
活
用
し
た

　

 　

居
場
所
づ
く
り

　

 

●
中
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　

 　

受
入
れ
推
進

　

 

●
児
童
・
生
徒
の
た
め
の

　

 　

妊
娠
出
産
育
児
教
室

　

 

●
心
の
教
育
推
進
事
業

　
 

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

　
 　

充
実

　

 
●
地
域
と
と
も
に

　

 　
「
わ
く
・
ワ
ー
ク（w

ork

）体
験
」事
業

　

 

●
親
子（
健
康
づ
く
り
）

　

 　

料
理
教
室
の
開
催

　

 

●
郷
土
の
自
然
・
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ

●
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
以
外
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な

居
場
所
が
必
要
で
は
な
い
か
。

●
内　

町
は
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
る
が
、も
っ

と
町
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

●
小
中
学
生
の
親
が
、話
し
合
う
場
や
メ
ン
タ
ル
の
支

援
が
必
要
だ
。

●
医
科
大
学
病
院
が
あ
る
の
で
、内
灘
な
ら
で
は
の

事
業
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

●
内
灘
町
に
は
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
、い
ろ
い
ろ
な

プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ
ル
が
い
る
。ぜ
ひ
学
校
に
来
て
、児

童
生
徒
に
話
を
し
て
ほ
し
い
。

●
内
灘
町
の
玄
関
口
と
し
て
、内
灘
駅
を
活
用
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
？
若
者
の
路
上
ラ
イ
ブ
が
出
来
る

場
所
に
！

●
若
い
男
性
で
も
育
児
休
暇
を
取
得
し
た
い
と
い
う

意
識
を
醸
成
し
て
ほ
し
い
。

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
関
係
機
関
が
繫

が
り
あ
って
い
く
こ
と
が
重
要
だ
が
、具
体
的
に
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
？

●
就
学
以
降
、小
学
生
、中
学
生
や
そ
の
保
護
者
への

サ
ポ
ー
ト
が
少
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

最
後
の
委
員
会
で
は
、石
橋
委
員
長
か
ら

「
内
灘
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て
、計
画
、実
行
、評
価
、見

直
し
を
し
て
良
い
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
ん
で
こ

の
計
画
を
効
果
的
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」と
言
う
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、後
期
計
画
の
も
と
、さ
ら
な
る
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

〈お父さんの子育て講座〉〈中学生のわく・ワーク体験〉
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選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
は
「
候
補
者
名
」

を
、ま
た
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
は
、「
候

補
者
名
又
は
政
党
等
の
名
称
」を
、記
載
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

内
灘
町
で
投
票
で
き
る
人

年
齢
要
件

平
成
2
年
7
月
12
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

住
所
要
件

○ 

平
成
22
年
3
月
23
日
以
前
に
内
灘
町
に
転

入
届
出
を
し
、
引
き
続
き
平
成
22
年
7
月

11
日
ま
で
住
所
を
有
す
る
人
。

○ 

内
灘
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
平
成
22
年
3
月
11
日
以
降
に
転
出

届
出
を
さ
れ
た
人
。（
た
だ
し
、
他
市
町
村
に
3

月
23
日
ま
で
に
転
入
届
出
を
さ
れ
た
方
は
新
住
所
地

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。）

※ 

一
部
例
外
も
有
り
ま
す
の
で
ご
不
明
な
点
は
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票・不
在
者
投
票
の
お
知
ら
せ

一
般
的
な
期
日
前
投
票

　

自
営
業
者
の
方
や
冠
婚
葬
祭
の
予
定
の
あ

る
方
、レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
の
用
事
で
、投

票
日
に
投
票
区
内
に
い
な
い
方
な
ど
。

期
間　

７
月
10
日（
土
）ま
で

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所　

内
灘
町
役
場
１
階
会
議
室　

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。

第
22
回　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

伝
え
よ
う　

あ
な
た
の
意
思
を　

票
に
込
め

投
票
日 
7
月
11
日（
日
）

投
票
時
間 

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

期
日
前
投
票 

期
間　
　
　

6
月
25
日（
金
）〜
7
月
10
日（
土
）

 

投
票
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時   

場
所 

内
灘
町
役
場
1
階 

会
議
室

みんなの一票大切に！

投票所のご案内
第１投票区（向粟崎１～５丁目、旭ケ丘） 向粟崎公民館

第２投票区（アカシア、向陽台） 向陽台公民館

第３投票区（緑台） 緑台公民館

第４投票区（千鳥台）　　 千鳥台公民館

第５投票区（鶴ケ丘１～３丁目） 鶴ケ丘東公民館

第６投票区（鶴ケ丘４丁目） 鶴ケ丘西公民館

第７投票区（鶴ケ丘５丁目、大根布と） 鶴ケ丘北公民館

第８投票区（大根布１～８丁目） 内灘中央公民館

第９投票区（大清台、大学、ハマナス） ハマナス公民館

第10投票区（宮坂、白帆台） 宮坂公民館

第11投票区（西荒屋、室、湖西） 西荒屋公民館

　

平
成
22
年
第
２
回
内
灘
町
議
会
定
例
会
が

６
月
８
日（
火
）か
ら
17
日（
木
）ま
で
の
10
日

間
の
日
程
で
開
会
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果

す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
票
に
よ
る
選
挙
の
結
果
、
内
灘

町
議
会
議
長
に
北
川
進
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

主
な
提
出
議
案

予
算
に
関
す
る
議
案

○
平
成
22
年
度
補
正
予
算

・ 

ハ
マ
ナ
ス
地
区
・
大
根
布
地
区
・
千
鳥
台
地

区
の
民
設
民
営
保
育
園
建
設
に
係
る
施
設

整
備
補
助
金

・ 

向
陽
台
保
育
園
耐
震
補
強
工
事
及
び
調
理

室
改
修
工
事
補
助
金

・ 

宮
坂
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
耐
震
補
強
工
事
費

・ 

生
物
多
様
性
社
会
の
保
全
に
向
け
た
実
態

調
査
委
託
料

・ 

自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

調
査
委
託
料

・ 

武
道
館
の
耐
震
診
断
及
び
補
強
計
画
作
成

業
務　

等

一
般
会
計
で
総
額
５
億
７
，１
７
１
万
１
千
円
の

増
額
補
正
。

第
2
回 

内
灘
町
議
会
定
例
会

問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎ 

２
８
６-

１
１
１
１
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5
月
21
日（
金
）内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

に
て
、
内
灘
町
防
犯
と
交
通
安
全
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。多
年
に
わ
た
り
防

犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
方
々
と
、
優
良
自
動
車
運
転
者
の
皆
様
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者（
敬
称
略
） 

内
灘
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊

「
退
隊
者
感
謝
状
」

勤
続
31
年

前
緑
台
地
区
隊
隊
員 

中
島　

幸
雄

勤
続
23
年

前
緑
台
地
区
隊
隊
員 

田
内　

行

勤
続
10
年

前
緑
台
地
区
隊
隊
員 

長
田　

武
久

勤
続
４
年

前
鶴
ヶ
丘
第
２
地
区
隊
隊
員 

橋
本　

外
治

勤
続
25
年

前
大
根
布
地
区
隊
隊
員 

（
故
）川
本　
　

賢

条
例
に
関
す
る
議
案

○
内
灘
町
水
道
事
業
給
水
条
例

　

石
川
県
営
水
道
受
水
単
価
引
き
下
げ
に
よ

り
水
道
料
金
を
8.5
パ
ー
セ
ン
ト
の
改
定
率
で

引
き
下
げ
る
た
め
の
改
正

○
内
灘
町
都
市
公
園
条
例

　

大
根
布
第
三
公
園
を
保
育
所
建
設
用
地
と

し
、
現
大
根
布
保
育
所
用
地
を
公
園
代
替
地

と
す
る
た
め
の
改
正

人
事
案
件

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員　

　

古
平　

真
一　

氏（
白
帆
台
）

■
人
権
擁
護
委
員

　

切
石　

権
之
介　

氏（
緑
台
）

　

粟
森　

優
子　

氏（
ア
カ
シ
ア
）

■
選
挙
管
理
委
員

　

宮
本　

澄
江　

氏（
室
）

　

竹
川　

雄
二
郎　

氏（
鶴
ヶ
丘
）

　

齋
藤　

政
代　

氏（
大
根
布
）

　

山
田　

克
己　

氏（
旭
ヶ
丘
）

内
灘
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊

功
労
推
進
隊
員

30
年
以
上

本
部
推
進
副
隊
長 

新
田　

正
也

向
粟
崎
地
区
隊
班
長 

髙
橋
多
計
司

鶴
ヶ
丘
第
２
地
区
隊
隊
員 

山
本　

數
雄

大
清
台
地
区
隊
副
隊
長 

辺
本　

準
二

大
根
布
地
区
隊
隊
員 

恩
道　

正
博

宮
坂
地
区
隊
隊
員 

中
居　

邦
克

20
年
以
上

鶴
ヶ
丘
第
1
地
区
隊
隊
長 

七
田　

哲
章

鶴
ヶ
丘
第
1
地
区
隊
副
隊
長 

岩
岸　
　

博

西
荒
屋
地
区
隊
副
隊
長 
才
田　
　

博

10
年
以
上

ア
カ
シ
ア
地
区
隊
隊
員 

表　
　
　

健

鶴
ヶ
丘
第
1
地
区
隊
隊
員 

西
山　

順
二

大
根
布
地
区
隊
隊
員 

吹
上　
　

久

内
灘
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊

優
良
推
進
隊
員

４
年
以
上
勤
続
者

本
部
隊
員 

出
山　

弘
美

旭
ヶ
丘
地
区
隊
副
隊
長 

安
藤　
　

稔

旭
ヶ
丘
地
区
隊
隊
員 

岡
山　

久
行

旭
ヶ
丘
地
区
隊
隊
員 

稲
垣　

主
樹

千
鳥
台
地
区
隊
隊
員 

向
井　

俊
一

千
鳥
台
地
区
隊
隊
員 

小
野
寺
幸
雄

千
鳥
台
地
区
隊
隊
員 

坂
田　

正
年

向
陽
台
地
区
隊
隊
員 

柴
山　

勝
治

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰

鶴
ヶ
丘　
　
　

大
西　
　

繁　
　

向
粟
崎　
　
　

丸
山　

利
昭　

西
荒
屋　
　
　

田
中　
　

徹

平
成
22
年
度 

防
犯
功
労
者
を
表
彰

　

平
成
22
年
度
河
北
郡
市
防
犯
協
会
定
期
総

会
の
席
上
で
、
河
北
郡
市
防
犯
功
労
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
防
犯
に

活
躍
さ
れ
た
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
内
灘
町
関
係
者
の
み
、敬
称
略
）

優
良
防
犯
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

西
荒
屋

「
西
荒
屋
小
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
」

優
良
防
犯
功
労
者

鶴
ヶ
丘　
　
　

所
村　
　

勲　
　
　

鶴
ヶ
丘　
　
　

竹
川
雄
二
郎

千
鳥
台　
　
　

谷
口　

典
子　
　
　

千
鳥
台　
　
　

山
上　

和
子

鶴
ヶ
丘　
　
　

西
山　

順
二　
　
　

大
根
布　
　
　

吹
上　
　

久

ア
カ
シ
ア　
　

表　
　
　

健

地
域
の
安
全
に
貢
献

平
成
22
年
度 

防
犯
と
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
式
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内灘町

遼 寧 省

大韓民国

日 本

中 華 人 民 共 和 国

朝鮮民主主義
人民共和国大連市旅順口区大連市旅順口区

　

５
月
24
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
町
商
工

会
、日
中
友
好
協
会
、金
沢
医
科
大
学
、石
川

工
業
高
等
専
門
学
校
の
各
代
表
者
と
町
議
会

議
員
８
名
の
総
勢
19
名
で
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
本
年
２
月
３
日
に
旅
順

口
区
政
府
代
表
団
が
本
町
を
来
訪
さ
れ
、「
友

好
交
流
関
係
の
協
議
に
関
す
る
基
本
合
意

書
」
を
取
り
交
わ
し
た
折
に
招
へ
い
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、そ
の
答
礼
と
、よ
り
一
層
友
好

関
係
を
深
め
友
情
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

旅
順
口
区
は
、
港
周
辺
に
広
が
る
工
業
地

帯
の
開
発
や
道
路
・
鉄
道
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

中
国
大
連
市
旅
順
口
区
訪
問
報
告

ま
た
歴
史
遺
産
が
多
い
景
勝
地
の
観
光
開
発

な
ど
、
近
年
の
対
外
開
放
政
策
に
よ
る
目
覚

ま
し
い
発
展
を
遂
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

旅
順
口
区
政
府
で
は
、教
育
、観
光
、環
境

を
政
策
の
重
点
課
題
と
し
て
お
り
、
本
町
の

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
と
共
通
す
る
部
分
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
多
く
の
人
々
が
往
来
を
重
ね
る
人

的
交
流
を
推
進
し
、
お
互
い
の
異
な
る
背
景

や
文
化
を
理
解
し
合
い
、
国
際
性
豊
か
な
人

間
形
成
の
育
成
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
創
造
に
つ
な
げ

ま
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
中
国
江
蘇

省
呉
江
市
と
の
友
好
交
流
を
は
じ
め
、
今
回

の
大
連
市
旅
順
口
区
と
も
友
好
交
流
を
推
進

し
、
共
に
国
際
平
和
と
友
好
関
係
の
発
展
に

寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

訪
問
の
際
、旅
順
口
区
の
皆
様
か
ら
、大
変

友
好
的
で
心
の
こ
も
っ
た
暖
か
い
歓
迎
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。謝
謝（
シ
エ
シ
エ
）

旅
順
口
区
と
は

　

旅
順
口
区
は
中
国
遼
寧
省
大
連
市
の
西
南

部
、遼
東
半
島
の
最
南
端
に
あ
り
、三
面
を
海

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。大
連
の
中
心
か
ら
約

30
キ
ロ
に
位
置
し
、
総
面
積
は
約
５
１
２
ｋ

㎡
、人
口
は
約
22
万
人
で
す
。

　

昔
か
ら
渤
海
の
喉
元
、北
京
・
天
津
の
門
戸

と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、
そ
の
戦
略
的
位

置
づ
け
は
極
め
て
重
要
で
、
観
光
の
名
所
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
日
露
戦
争
の
激
戦
地

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
国
防
上
の
要
所
で
も
あ

り
ま
す
。過
去
に
獅
子
口
と
称
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
旅
途
平
順
（
道
中
平
穏
）
の
意
味
に

因
ん
で
、
獅
子
口
を
旅
順
口
に
改
称
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
中
国
国
家
の
経
済
重
点
政
策
都

市
と
し
て
、
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ

マ「
坂
の
上
の
雲
」の
全
国
放
送
な
ど
で
大
変

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

旅順口区政府との意見交換

歴史資料館で説明を受ける訪問団 大連医科大学を表敬訪問

かつて軍港であった旅順口
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ワークショップでまとめた内容を発表する委員

ア
ダ
プ
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
中

緑
あ
ふ
れ
る
内
灘
町
を
よ
り
き
れ
い
に

第
2
回・第
3
回 

ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議 

開
催

町
の
方
向
性
・
未
来
像
に
つ
い
て
議
論

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
っ
て
な
に
？

　

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
里
親
制
度
）
と

は
、住
民
と
行
政
が
協
働
で
進
め
る「
環
境
美

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
こ
と
で
す
。昭
和
55
年

（
１
９
８
５
年
）に
ア
メ
リ
カ
で｢

ア
ダ
プ
ト
・

ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

と
し
て
最
初
に

導
入
さ
れ
、
そ
の
後
世
界
に
広
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
の

方
々
が
公
共
の
場
所
を
養
子
と
み
な
し
、
里

親
と
し
て
一
定
期
間
継
続
し
て
自
主
的
に
清

掃
美
化
活
動
を
行
い
、
行
政
が
そ
れ
を
支
援

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。内
灘
町
で
は
平
成

19
年
に
制
度
が
で
き
て
以
来
、
現
在
14
グ

ル
ー
プ
が
登
録
し
て
い
ま
す
。（
平
成
22
年
４

月
１
日
現
在
）

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

空
き
缶
及
び
吸
い
殻
等
の
散
乱
ゴ
ミ
の
収

集
や
除
草
、
樹
木
及
び
草
花
の
生
育
管
理
等

を
し
て
い
た
だ
き
、そ
れ
に
対
し
て
、町
で
は

清
掃
に
必
要
な
ゴ
ミ
袋
等
の
用
具
の
支
給
、

ゴ
ミ
の
回
収
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す

　

内
灘
町
は
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
仮
称
）策

定
の
た
め
、
町
民
が
話
し
合
う
場
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
町
民
会
議
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
町
民
会
議
は
、「
内
灘
町
の
現
状
認

識
」
の
テ
ー
マ
で
5
月
18
日
（
火
）
に
開
催
し

ま
し
た
。は
じ
め
に
、町
か
ら
人
口
の
推
移
・
財

政
状
況
等
を
説
明
し
、次
に
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー

役
の
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
経
済
学
類
助

教
の
安
嶋
是
晴
さ
ん
が
講
義
を
行
い
ま
し

た
。委
員
の
皆
さ
ん
は
、
町
の
問
題
解
決
の
た

め
に
町
民
が
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
の
認
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、町
民
会
議
の
企
画
・
運
営
を
委
員

主
体
で
進
め
る
た
め
の
、プ
ロ
セ
ス
委
員
会
が

提
案
さ
れ
、10
人
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

第
3
回
町
民
会
議
は
、施
設
見
学
と「
内
灘

町
の
方
向
性
・
未
来
像
を
考
え
る
」の
テ
ー
マ

で
6
月
5
日（
土
）に
開
催
し
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
で
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
モ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
内
灘
等
8
施
設
を
回
り
、

各
施
設
の
業
務
内
容
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

そ
の
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
、施
設
見
学
の
感
想
と「
内
灘

町
の
方
向
性
」を
テ
ー
マ
に
議
論
し
、そ
れ
ら

を
発
表
し
ま
し
た
。委
員
の
皆
さ
ん
は
、自
分

た
ち
の
町
に
対
す
る
気
持
ち
や
思
い
描
く
町

の
未
来
像
を
熱
く
語
り
、
具
体
的
な
内
容
や

理
想
の
将
来
像
を
描
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
第
4
回
町
民
会
議
は
、
7
月
6
日

（
火
）
に
「
町
民
の
役
割
と
は
何
か
／
行
政
の

役
割
と
は
何
か
」
の
テ
ー
マ
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

　

第
2
回
・
第
3
回
町
民
会
議
の
様
子
（
動

画
）
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
配
信
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.lg.jp/

る
保
険
の
加
入
、ア
ダ
プ
ト
・
サ
イ
ン（
表
示

板
）の
設
置
等
を
行
い
ま
す
。

里
親
に
な
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
活
動
の
区

域
及
び
内
容
を
定
め
て
、
町
と
合
意
書
を
取

り
交
わ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

制
度
上
、
２
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー

プ
や
法
人
等
で
、
美
化
活
動
を
１
年
以
上
継

続
し
て
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が
対
象
で

す
。

　

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
こ
の
制

度
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部　

都
市
建
設
課

☎
２
８
６-

６
７
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
８
６-

６
７
０
９

M
ail 

： toshi@
tow

n.uchinada.lg.jp
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国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て（
第
１
回
）

今
月
よ
り
国
民
健
康
保
険
制
度
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す

Ｑ 

国
民
健
康
保
険（
国
保
）っ
て
ど
ん
な
制
度
？

Ａ 

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、安
心
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
日
ご
ろ
か
ら
加
入
者
が
お
金
（
保
険

税
）
を
出
し
あ
い
、
み
ん
な
で
助
け
合
う

制
度
で
す
。み
な
さ
ん
が
住
む
内
灘
町
が

そ
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

国
保
に
加
入
す
る
人（
被
保
険
者
）は
？

Ａ 

職
場
の
健
康
保
険（
健
康
保
険
組
合
・
共

済
組
合
な
ど
）に
加
入
し
て
い
る
人
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
人
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
い
て
、

内
灘
町
に
住
む
す
べ
て
の
人
が
国
保
の

加
入
者
と
な
り
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
人
は
こ
ん
な
人

○
お
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
自
営
業
の
人

○
農
業
、漁
業
な
ど
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
人

○
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
人

○ 

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
し
て
い
て

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人

○ 

外
国
人
登
録
を
し
て
い
て
、
１
年
以
上
日

本
に
滞
在
す
る
人

　
　
　
　
　

加
入
は
世
帯
ご
と
で
す

　

国
保
は
世
帯
ご
と
に
加
入
し
、
世
帯
主
が

ま
と
め
て
届
け
出
や
保
険
税
の
納
付
な
ど
を

し
ま
す
。ま
た
、大
人
や
子
ど
も
の
区
別
な
く

一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
で
す
。

Ｑ  

国
保
に「
加
入
す
る
と
き
」国
保
を「
や
め

る
と
き
」は
？

 

Ａ 

14
日
以
内
に
健
康
推
進
課
の
窓
口
に
届

出
が
必
要
で
す
。手
続
き
に
つ
い
て
は
左

の
表
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

◎ 

加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
医
療
費
が
全

額
自
己
負
担
に
な
っ
た
り
、
国
保
の
資

格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
保

険
税
を
お
支
払
い
し
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。ま
た
、や
め
る
手
続
き
が
遅
れ

る
と
他
の
健
康
保
険
料
と
国
保
税
を
二

重
払
い
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。（
手

続
き
完
了
後
に
は
精
算
を
致
し
ま
す
。）

　

次
回
は
、
国
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付
に
つ

い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

こんなとき 届出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

ほかの市区町村から転入したとき ほかの市区町村の転出証明書(転入に必要) 
印かん

職場の健康保険をやめたとき 離職証明書またはやめた証明書 
印かん

職場の健康保険の被扶養者からはずれた
とき

被扶養者ではなくなった理由の証明書 
印かん

子どもが生まれたとき 母子手帳・印かん

生活保護を受けなくなったとき 生活保護廃止決定通知書
印かん

外国国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書

国
保
を
や
め
る
と
き

ほかの市区町村に転出するとき 保険証・印かん

職場の健康保険に加入したとき 保険証(国保と職場の両方) 
※ 但し、職場の保険証が未交付の場合は加入した証明書 
印かん職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保加入者が死亡したとき 保険証・印かん

生活保護を受けるようになったとき 保険証・印かん

外国国籍の人がやめるとき 保険証・外国人登録証明書

そ
の
他

町内で住所が変わったとき

保険証・印かん世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったとき

修学のため子が転出するとき 保険証・印かん 
合格通知書または在学証明書

保険証をなくしたとき 
※落としたときは警察に紛失届も出して下さい

印かん・身分を証明するもの

保険証を汚したり、やぶれたりして使えな
くなったとき 使えなくなった保険証・印かん

国保のしくみ

被保険者
（加入者）

保険者
（内灘町）

保険医
（医療機関）

国保連合会

加
入
手
続
を
し
て
、

保
険
税
を
納
め
る

診
査
結
果
を

医
療
費
の
一
部

を
支
払
う

医
療
費
を

請
求
す
る

診
察
を

す
る

保
険
証
を

交
付
す
る

国や地方自地体からの補助金

国保連合会を通じて
医療費を支払う

報告する

お
知
ら
せ

◆ 

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
の
送

付
に
つ
い
て

　

 　

７
月
中
旬
に
、
加
入
者
の
前
年
の

所
得
や
固
定
資
産
税
額
等
に
基
づ
い

て
算
定
し
た
保
険
税
を
世
帯
主
あ
て

に
通
知
し
ま
す
。

　

 　

納
税
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
る
費
用
等
か
ら
算
出
さ
れ
た
基
準
額
を

も
と
に
、
所
得
に
応
じ
て
段
階
的
に
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

　

皆
様
の
平
成
22
年
度
の
介
護
保
険
料
に
つ

き
ま
し
て
は
、
７
月
中
旬
に
本
人
及
び
世
帯

の
課
税
状
況
等
に
基
づ
き
決
定
し
、
納
入
通

知
書
等
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

保
険
料
の
納
め
方 

 

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、年
金
か
ら
の
天
引

き（
特
別
徴
収
）と
、口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書

に
よ
る
納
付（
普
通
徴
収
）が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収 

 

　

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
（
月
額

１
万
５
千
円
）以
上
の
方
は
、２
ヵ
月
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
年
金
か
ら
原
則
２
ヵ
月
分
の
保
険

料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。（
４
・
６
・
８
・
10
・
12
・
２

月
の
年
６
回
）※
老
齢
福
祉
年
金
、
寡
婦
年
金
等
に
つ
い

て
は
、年
金
か
ら
の
差
し
引
き
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

普
通
徴
収 

 

　

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
（
月
額

１
万
５
千
円
）
未
満
の
方
は
、
納
期
（
年
５
回
）
ご

と
に
口
座
振
替
又
は
納
付
書
に
よ
り
内
灘
町

指
定
の
金
融
機
関
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
平

成
22
年
７
月
31
日
で
す
。８
月
１
日
か
ら
使

用
す
る
保
険
証
は
、
７
月
中
旬
か
ら
簡
易
書

留
で
お
送
り
し
ま
す
。

※ 

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
８
月
１
日
以
降
ご
使
用
に

な
れ
ま
せ
ん
の
で
、ご
自
身
で
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

医
療
機
関
で
の
一
部
負
担
金
割
合
（
１
割
又
は
３
割
）

は
、前
年
中
の
所
得
を
基
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
等
の

送
付
に
つ
い
て

　

７
月
中
旬
に
、
平
成
22
年
度
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
等
を
送
付
し

（
普
通
徴
収
の
納
期
限
） 

 

　

第
１
期　

平
成
22
年
8
月
2
日 

　

第
２
期　

平
成
22
年
9
月
30
日 

　

第
３
期　

平
成
22
年
11
月
30
日 

　

第
４
期　

平
成
23
年
1
月
31
日 

　

第
５
期　

平
成
23
年
3
月
31
日

問
い
合
わ
せ
先　
　

町
民
福
祉
部　

介
護
福
祉
課　

☎ 

２
８
６-

６
７
０
３ 

段階 対象者 保険料率 年額（円）

第1段階 ・老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の方 
・生活保護を受けている方

基準額
×0.5 26,600

第2段階 ・ 世帯全員が住民税非課税で本人の課税年金収入額と前年
の合計所得金額の合計が80万円 以下の方

基準額
×0.5 26,600

第3段階 ・世帯全員が住民税非課税で第２段階に該当しない方 基準額
×0.75 39,900

第4段階
 特例割合

・ 住民税が課税されている世帯員がいるが、本人は住民税非
課税で課税年金収入額と前年の合計所得金額の合計が80
万円以下の方

基準額
×0.85 45,200

第4段階 ・ 住民税が課税されている世帯員がいるが、本人は住民税非
課税で、第４段階特例割合に該当しない方

基準額 53,200

第5段階 ・ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が125万円未満の方 基準額
×1.10 58,500

第6段階 ・ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が125万円以上
200万円未満の方

基準額
×1.25 66,500

第7段階 ・ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上
500万円未満の方

基準額
×1.50 79,800

第8段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以上の方 基準額
×1.75 93,100

※年度途中に資格取得（65歳到達）及び転入された方は、月割りとなります。

ま
す
。保
険
料
は
前
年
中
の
所
得
を
基
に
、１

年
間
の
確
定
保
険
料
額
を
決
定
し
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
限
度
額
認

定
証
の
申
請
に
つ
い
て

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
は
、

入
院
し
た
と
き
の
自
己
負
担
限
度
額
や
食
事

代
な
ど
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
７
月
中
旬
に
申
請
案

内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
役
場
健
康
推
進
課

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、現
在「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」を
お
持
ち
の
方
で
、８
月
以
降

も
認
定
要
件
に
あ
て
は
ま
る
方
に
は
、
保
険

証
と
一
緒
に
新
た
な
認
定
証
を
送
り
し
ま

す
。（
前
年
度
よ
り
更
新
の
申
請
書
の
提
出
は
必
要
な

く
な
り
ま
し
た
が
、一
度
対
象
で
な
く
な
り
、再
度
対
象

と
な
っ
た
場
合
に
は
、申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　
　

☎
２
２
３-

０
１
４
０

健
康
推
進
課　

☎
２
８
６-

６
７
０
２

平成22年度の介護保険料

保険証

石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
に
ご
加
入
の
皆
様
へ
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今
年
も
次
の
日
程
で
町
民
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日 時
7/24土

会場：内灘町総合グラウンド
時間：午後3時30分～

は
ま
な
す
歌
謡
祭
出
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

タイムテーブル
アトラクション 15:30 ～

保育園児納涼盆おどり

バトントワリング バトンコネクション

フラダンス 商工会女性部

ダンスと歌のショー BABY ☆ HIPS

はまなす歌謡祭（第 1部） 17:20 ～

はまなす歌謡祭（第 2部） 18:20 ～

YOSAKOIソーラン
○ 愉快な仲間たち

19:50 ～

おどりの夕べ 20:05 ～

花火の祭典 21:00 ～

※ 荒天の場合は
 内灘町文化会館にて

第
34
回 

内
灘
町
民
夏
ま
つ
り

熱
気
最
高
潮
!!
う
ち
な
だ
の
夏

※ 

開
始
時
間
に
つ
い
て
は
、
多
少
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

会
場
周
辺
の
駐
車
場
は
、不
足
し
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
方
は
歩
い
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、お
車
で
お
越
し
の
方
は
、乗
り
合
わ
せ

や
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

午
後
3
時
30
分
ま
で
に

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

設
置
さ
れ
る
も
の　

　
　

■ 

各
種
出
店
コ
ー
ナ
ー

■ 

プ
ラ
ッ
ツ
う
ち
な
だ
＆

 

子
ど
も
会
コ
ー
ナ
ー

HAYABUSA（ハヤブサ）
日本のポップスデュオ。2003年、同じ店でアルバイトをして
いた2人によって結成。2006年メジャーデビュー。現在までに
4枚のシングル、2枚のミニ・アルバムをリリースしている。タ
イアップ曲も数多い。作曲・アレンジ・コーラス・ギター・ピア
ノ担当の坂室賢一は内灘町出身である。

一川  明宏
町内在住の津軽三味線奏者。津軽三味線全国大会での優勝経
験、数々の上位受賞歴を持つ。
津軽三味線明宏会主宰。

相川  美保
西田佐知子の名曲「香林坊ブルース」のカバーをリリース。
2000年のデビュー以来地元出身歌手として愛されている。

〈第1部〉

伊藤  咲子
ＴＶ番組「スター誕生」優勝の翌年「ひまわり娘」でデビュー。
歌唱力の確かさと元気でニコニコとしたアイドル性から一躍
大人気に。現在では一層磨きがかかった歌唱力とエレガント
な風貌で歌手活動をおこなう。代表曲：「木枯らしの二人」「乙
女のワルツ」「きみ可愛いね」など。

〈第2部〉

大井  進
（宮坂在住：演歌）

下村  裕子
（大根布出身：クラシック）

宮越  真沙美
（大根布出身：ポップス）
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白
熱
の
真
剣
勝
負

第
56
回 

内
灘
町
民
体
育
祭

向
粟
崎
チ
ー
ム　

2
年
連
続　

総
合
優
勝

　

平
成
22
年
６
月
６
日（
日
）午
前
８
時
30
分

よ
り
、
第
56
回
内
灘
町
民
体
育
祭
が
開
催
さ

れ
、
向
粟
崎
チ
ー
ム
が
総
合
２
連
覇
を
達
成

い
た
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本
部

☎
２
９
１-

６
２
５
０

内
灘
町　

総
務
部　

総
務
課

☎
２
８
６-

６
７
２
０

募
集
相
談
員

広
瀬　

武
志 

☎
２
８
６-

８
６
９
４

南　
　

正
光 

☎
２
３
８-

３
２
４
１

区
分

警
察
官
Ｂ
、警
察
官
Ｂ（
武
道
指
導
）

女
性
警
察
官
Ｂ

受
験
資
格

大
学
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
き
、

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

受
付
期
限

 

８
月
31
日（
火
）

（
8
月
2
日（
月
）受
付
開
始
）

第
１
次
試
験
日

９
月
19
日（
日
）（
筆
記
試
験
）

９
月
25
日（
土
）（
体
力
試
験
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

津
幡
警
察
署

☎
２
８
８-

３
１
１
１

ま
た
は
、お
近
く
の
交
番
・
駐
在
所
ま
で
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

成績結果
優　勝 向粟崎チーム

準優勝 鶴ヶ丘東チーム

第３位 白帆台チーム

第４位 西荒屋チーム

第５位 室チーム

第６位 大根布チーム

たる転がし名人賞
（内灘の伝統競技）

向陽台チーム
有出　良一 氏
向粟崎チーム
塩川　　剛氏

努力賞
入賞を逃したが、昨年より
順位が上がったチーム

ハマナスチーム

平
成
22
年
度

自
衛
官
募
集
案
内

平
成
22
年
度

警
察
官
採
用
候
補
者
募
集

募集種目 資格 ※1 受付期間 試験期日 ※2 合格発表

航空学生 高卒（見込含）
21 歳未満の者

8月1日～
9月10日

（1次）
9月23日

（1次）
10月8日

一般曹候補生 18 歳以上
27 歳未満の者

8月1日～
9月10日

（1次）
9月18日

（1次）
10月1日

自衛官 
候補生

男子
18 歳以上
27 歳未満の者

年間を通じて
行っております

受付時に
お知らせします

試験時に
お知らせします

女子 8月1日～
9月10日

９月26日～ 29日
の いずれか
指定する１日

11月12日

写真上：新種目、綱引き
写真左下：勝利を決める千秋楽リレー
写真右下：子どもたちによるお遊戯

※1  平成23年4月1日現在の年齢　　※2 試験日については1次試験の日程を記載 

（　　　　　　）
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内
灘
町
職
員
募
集

　

平
成
23
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員　

　

①
一
般
事
務
職　

３
名
程
度

②
消
防
職　
　
　

２
名
程
度

受
験
資
格

昭
和
56
年
４
月
２
日
（
②
消
防
職
は
昭
和
60

年
）
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
高
等
学
校
卒
業
以
上
（
卒
業
見
込

者
含
む
）の
学
力
を
有
す
る
方
。

受
付
期
限　

８
月
５
日（
木
）

試
験
期
日
及
び
方
法

一
次
試
験　
　

一
般
教
養
、作
文

　
　
　
　
　
　

９
月
19
日（
日
）

二
次
試
験　
　

面
接
／
10
月
予
定

　

※
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
実
施
し
ま
す
。

　

※
消
防
職
は
体
力
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）

応
募
手
続　
　

総
務
課
で
交
付
す
る
採
用
試
験
申
込
書
に
卒

業（
見
込
）証
明
書
、成
績
証
明
書
、写
真
を
添

え
て
受
付
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
不
可
）

※ 

試
験
要
項
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部　

総
務
課

　
　
　

  

内
灘
町
嘱
託
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員

保
育
士（
保
育
所
勤
務
）　

1
名

応
募
資
格

◆ 

満
年
齢
64
歳（
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
）
ま
で

の
健
康
な
方
で
、
普
通
自
動
車
免
許
保
有

者
◆
保
育
士
免
許
保
有
者

勤
務
条
件

１
賃
金（　
）内
は
一
日
の
基
本
勤
務
時
間

　

月
額
１
８
８
，４
０
０
円（
８
時
間
）

　

※
賞
与
・
諸
手
当
・
退
職
手
当
な
し

２
勤
務
日

　

原
則　

月
〜
金
曜
日

　

土
曜
日
に
交
代
制
勤
務
あ
り

３
そ
の
他

　

 

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

有
、そ
の
他
町
規
定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日　

８
月
１
日（
日
）

応
募
期
限　
　

７
月
16
日（
金
）

応
募
要
領　

総
務
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
等
を
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

面
接
試
験　

日
時
、場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部　

総
務
課

　
　
　

  

夕
陽
ヶ
丘
苑
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員

介
護
職
員　

２
名
程
度

応
募
資
格

介
護
福
祉
士
又
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
の
資
格
を
取
得（
見
込
）の
方
で

① 

大
学
卒
業
（
見
込
）
で
、
昭
和
61
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

② 

短
大
卒
業
（
見
込
）
で
、
昭
和
63
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

③ 

高
校
卒
業
（
見
込
）
で
、
平
成
２
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

勤
務
条
件

1 

賃
金　

①
月
額
１
６
４
，３
０
０
円

　
　
　
　

②
月
額
１
５
４
，４
０
０
円

　
　
　
　

③
月
額
１
４
５
，９
０
０
円

    　
　
　

※
諸
手
当
、期
末
、勤
勉
手
当
有

２
勤
務
日
・
勤
務
時
間

募
集

募
集

募
集

Information
on living

情
報

g暮
し

暮
ら
の

お問い合わせ

役場代表
TEL  286-1111

総務部
総務課 ☎286-6720
税務課 ☎286-6706
総合収納室 ☎286-6706
まちづくり政策部
企画財政課 ☎286-6723
行財政改革推進室 ☎286-6723
行政経営室 ☎286-6723
情報政策課 ☎286-6753
公聴広報室 ☎286-6753
町民福祉部
町民生活課 ☎286-6701
環境政策課 ☎286-6712
健康推進課 ☎286-6702
介護福祉課 ☎286-6703
地域包括支援センター ☎286-6750
都市整備部
産業振興課 ☎286-6708
企業立地推進室 ☎286-6708
都市建設課 ☎286-6710
北部開発対策室 ☎286-6713
上下水道課　上水 ☎286-1115
　　　　　　下水 ☎286-6718
新エネルギー開発対策室 ☎286-6718
教育委員会
生涯学習課 ☎286-6716
男女共同参画室 ☎286-6716
学校教育課 ☎286-6717
教育センター ☎286-5481

会計課 ☎286-6707
監査委員事務局 ☎286-6730
選挙管理委員会 ☎286-6730
議会事務局 ☎286-6715

保健センター ☎286-6101
消防本部 ☎286-3301
図書館 ☎286-1930
文化会館 ☎286-1123
子育て支援センター ☎238-3233
働く女性の家 ☎237-6440
シルバー人材センター ☎286-2992
屋内温水プール ☎286-1800
（財）公共施設等管理公社 ☎286-1800
社会福祉協議会 ☎286-6953
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暮らしの 情報
　

１
週
当
た
り
40
時
間
勤
務
で
夜
勤
有

３
そ
の
他　

社
会
保
険
有
り

採
用
予
定
日　

平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）

応
募
期
限　

  
8
月
20
日（
金
）

応
募
要
領　

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
交
付
す
る
申
込
書
に
資
格

（
取
得
）
証
明
書
、
成
績
証
明
書
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日
時　

後
日
連
絡
し
ま
す
。

　

※
パ
ー
ト
介
護
職
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
福
祉
会　

夕
陽
ヶ
丘
苑

☎ 

２
８
６-

９
９
１
１

　
　
　

   

内
灘
町
体
育
施
設
使
用
料

　
　
　

   

見
直
し
検
討
委
員
会
委
員
を

　
　
　

   

募
集
し
ま
す

　

現
行
の
内
灘
町
体
育
施
設
使
用
料
の
大
半

は
、
昭
和
51
年
に
設
定
後
変
更
さ
れ
て
お
ら

ず
、
現
在
の
社
会
情
勢
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の

も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、こ
の
た

び
検
討
委
員
会
を
設
け
て
、適
正
で
か
つ
、町

民
の
皆
様
が
利
用
し
や
す
い
体
育
施
設
の
使

用
料
金
の
設
定
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。町
民
の
皆
様
の
声
を
お
聞
き

し
、施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、次
の
と
お
り

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

◆ 

内
灘
町
在
住
の
満
年
齢
18
歳
以
上
の
方

（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

◆ 

他
の
公
募
委
員
と
な
っ
て
い
な
い
方

募
集
人
員　

２
名（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

報
酬　
　
　

５
，０
０
０
円
／
回

会
議
回
数　

概
ね
5
回　

任
期　
　
　

平
成
22
年
8
月
1
日
か
ら
、
1
年
間
。た
だ

し
、上
記
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、退
任
。

応
募
期
限　

7
月
16
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　
　
　

  

内
灘
町
役
場

　
　
　

  「
エ
コ
委
員
会
」の
委
員
を

　
　
　

  
募
集
し
ま
す
！

　

内
灘
町
役
場
庁
舎
等
、
公
共
施
設
全
体
の

省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
の
声

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

　

◆ 

内
灘
町
在
住
の
満
年
齢
18
歳
以
上
の
方

（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
他
の
公
募
委
員
と
な
っ
て
い
な
い
方

募
集
人
員　

３
名
程
度（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

会
議
回
数　

年
３
回
程
度

任
期　
　
　

就
任
し
た
日
か
ら
２
年
間

応
募
期
限　

７
月
30
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部　

総
務
課

　
　
　

  

民
間
提
案
型
雇
用
創
出

　
　
　

  

事
業
の
募
集

　

内
灘
町
で
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細

か
く
対
応
し
た
雇
用
の
場
の
確
保
を
図
る
た

め
、民
間
企
業
、団
体
等
の
創
意
工
夫
を
活
か

し
た
事
業
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
事
業
の
内
容

町
が
設
定
す
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
応
募
者
自

ら
が
企
画
し
、学
卒
未
就
職
者
を
含
め
、失
業

者
を
新
た
に
雇
い
入
れ
て
実
施
す
る
事
業
と

し
ま
す
。

テ
ー
マ

1 

自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

調
査

２ 

生
物
多
様
性
社
会
の
保
全
に
向
け
た
実
態

調
査

事
業
費
限
度
額

各
テ
ー
マ　

１
０
，０
０
０
千
円

応
募
期
限　

７
月
20
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

環
境
政
策
課

　
　
　

  

手
話
体
験
教
室

　

手
話
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。初
め
て

の
方
も
大
歓
迎
で
す
。（
参
加
無
料
）

日
時　
　
　

７
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
　
　

大
清
台
公
民
館

定
員　
　
　

15
名

主
催　
　
　

手
話
サ
ー
ク
ル
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ

申
込
期
限　

７
月
23
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

  　
　
　

  

今
月
の
サ
ン
タ

　
　
　

  

障
が
い
者
と
地
域
と
の
交
流
場

「
サ
ン
タ
・
イ
ン
・
サ
マ
ー
」申
込
不
要

　

夜
店
、ミ
ニ
お
芝
居
、太
鼓
演
奏
な
ど
楽
し

い
こ
と
が
盛
り
沢
山
！
一
緒
に
楽
し
ん
で
頂

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募
集
中
で
す
。

日
時　

　
　

８
月
７
日（
土
）午
後
４
時
〜

場
所　

　
　

 

内
灘
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク（
道
の
駅
）

　
　
　
　
　

※
雨
天
時 

内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

参
加
費　

　

チ
ケ
ッ
ト
制（
５
０
０
円
６
枚
綴
り
）

　
　
　
　
　

※
ゲ
ー
ム
・
食
事
等
で
使
用

「
サ
ン
タ
ｄ
ｅ
よ
っ
さ
こ
い
!!
」申
込
不
要

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
み
ん
な

で「
よ
っ
さ
こ
い
」を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
　
　

毎
週
金
曜
日（
第
２
金
曜
日
除
く
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

場
所　

　
　

清
湖
小
学
校　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム

持
物　

　
　

動
き
や
す
い
服
装

問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

催
し

募
集

募
集

募
集

催
し
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福
祉
教
育
講
座 「
不
登
校
・

　
　
　

  

ひ
き
こ
も
り
…
家
族
や
地
域

　
　
　

  

は
ど
う
し
た
ら
い
い
!?
」　

日
時　

　
　

８
月
18
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　
　
　

内
灘
町
文
化
会
館　

講
師　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　

浦
田
肇　

氏　

対
象
者　
　

関
心
の
あ
る
人

参
加
費　
　

無
料

定
員　
　
　

１
０
０
名

※
講
座
後
相
談
受
け
ま
す（
要
予
約
）

申
込
期
限　

８
月
13
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

   

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
度
の
免
除
申
請
の
受
付
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

所
得
が
少
な
い
等
で
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
本
人
の
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た

は
一
部
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
申

請
者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得

等
を
審
査
し
ま
す
。）

手
続
き
の
際
は
、年
金
手
帳
、印
鑑
を
お
持
ち

下
さ
い
。

※ 

平
成
21
年
度
（
平
成
21
年
7
月
〜
平
成
22
年
6
月
分
）

の
受
付
締
切
り
は
、平
成
22
年
7
月
末
日
で
す
。

※ 

退
職
（
失
業
）
さ
れ
た
方
は
、
失
業
に
よ
る
特
例
免
除

が
あ
り
ま
す
。手
続
き
の
際
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
ま
た
は
離
職
票
な
ど
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
を
お
持
ち
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
福
祉
部　

健
康
推
進
課

　
　
　

   

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　
　
　

   

年
金
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

ご
相
談
の
際
に
は
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

「
年
金
手
帳
」「
年
金
証
書
」な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の
と「
印
鑑
」を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

日
時　

　
　

７
月
12
日（
月
）、26
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
（
正
午
か
ら
１
時
間
休
憩
）

場
所　

　
　

内
灘
町
役
場
１
階　

相
談
室

問
い
合
わ
せ
先

金
沢
北
年
金
事
務
所

☎ 

２
３
３-

２
０
２
１　

町
民
福
祉
部　

健
康
推
進
課

　
　
　

  
若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て

　
　
　

  
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
周
り
に
同
じ
病
気
で
介
護
し
て
い
る
人

が
い
な
い
か
ら
、
誰
に
相
談
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
昨
年
7
月
に
、
河
北
郡
市
で
若
年
性
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
が
発
足
し
、
1
周
年

記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。興
味
、関
心
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
申
込
不

要
）

日
時　

　
　

8
月
7
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

会
場　

　
　

 

か
ほ
く
市　

七
塚
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
館
２
階　

視

聴
覚
室

テ
ー
マ　

　

 「
開
業
医
の
立
場
か
ら
の
若
年

性
認
知
症
の
話
」

講
師　

　
　

 

沖
野
惣
一　

氏

　
　
　
　
　
（
お
き
の
内
科
医
院　

院
長
）

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

第
60
回

　
　
　

  

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」強
化

月
間
で
す
。犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
築
き

ま
し
ょ
う
。

河
北
保
護
区
保
護
司
会

各種無料相談（秘密厳守）のご案内
ひとりで悩んでいませんか？

消費者無料法律相談
架空請求、悪徳商法、商品トラブ
ル、クレジット、サラ金の返済、そ
の他トラブルに関すること
相談時間は30分間となります。
日時　7/8（木）、8/12（木）
　　　13:30～16:00
場所　内灘町社会福祉協議会
　　　（内灘町字鶴ケ丘2-161-1）
申し込み・問い合わせ先
町社会福祉協議会
☎076-286-6953

無料法律相談
相続、不動産関係、親族関係、損害
賠償、DV等に関すること
相談時間は30分間となります。

日時　7/22（木）13:30～16:00
場所　内灘町社会福祉協議会
　　　（内灘町字鶴ケ丘2-161-1）
申し込み・問い合わせ先
町社会福祉協議会
☎076-286-6953

人権・行政・消費生活相談
相隣関係、相続、行政に対する苦情、
架空請求、福祉に関する相談など

日時　7/16（金）
　　　13:00～16:00
場所　働く女性の家
　　　（内灘町字向陽台1-145-2）
申し込み・問い合わせ先
申込不要。直接、働く女性の家まで
お越しください。
☎076-237-6440

生活・就労出前相談
生活や就職に関すること（当日は
職業紹介や申請手続きは行いませ
ん。求人情報冊子の閲覧可。）

日時　7/13（火）、7/22（木）
　　　8/12（木）、8/26（木）
　　　9:30～16:00
場所　内灘町役場　1階　相談室
申し込み・問い合わせ先
都市整備部　産業振興課
☎076-286-6708

催
し

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ
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暮らしの 情報
　
　
　

 

80
歳
以
上
で
健
康
な
歯
を
お

　
　
　

  
持
ち
の
方
を
表
彰
し
ま
す
!!

　

河
北
歯
科
医
師
会
で
は
、
対
象
と
な
る
方

の
う
ち
、
特
に
健
康
的
な
５
名
の
方
に
表
彰

状
・
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者（
①
〜
④
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
内
灘
町
に
お
住
ま
い
の
方

②
昭
和
５
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

③
ご
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

　

※ 

治
療
済
み
の
歯（
差
し
歯
な
ど
）が
あ
っ
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

④
表
彰
式
当
日
に
ご
本
人
が
出
席
で
き
る
方

　

※
こ
れ
ま
で
に
表
彰
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

８
月
16
日（
月
）

表
彰
式　

　

９
月
18
日（
土
）町
文
化
会
館

応
募
方
法　

左
記
の
歯
科
医
院
で
申
込
受
付
、
無
料
検
診

を
行
い
ま
す
。８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

検
診
と
申
し
出
て
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

介
護
福
祉
課

　
　
　

  

第
１
回　

介
護
者
の
つ
ど
い

　

ご
自
宅
で
ご
家
族
を
介
護
し
て
い
る
皆
さ

ん
の
交
流
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、情
報
交
換
な
ど

を
目
的
に
、今
年
度
も
４
回
の「
介
護
者
の
つ

ど
い
」を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
、
介
護
者
の
方
が
い
つ
ま
で

も
元
気
に
介
護
が
で
き
る
よ
う
、
セ
ル
フ
ケ

ア（
ツ
ボ
マ
ッ
サ
ー
ジ
）の
方
法
を
ご
紹
介
し

ま
す
。ご
都
合
の
つ
く
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

　
　

７
月
27
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場　

　
　

 
内
灘
町
役
場
1
階　

102
会
議
室

テ
ー
マ　

　

「
介
護
す
る
人
の
か
ら
だ
の
ケ
ア
〜
ツ
ボ

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
〜
」

対
象　

　
　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
ご
家
族

申
込
期
限　

７
月
21
日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

浅
野
川
線
で
の
自
転
車
持
ち
込
み

　
　
　

  

実
験（
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
）実
施

　

金
沢
市
と
内
灘
町
と
の
共
同
で
、
浅
野
川

線
の
利
用
促
進
の
た
め
、
自
転
車
の
持
ち
込

み
に
関
す
る
実
験（
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
）を

実
施
い
た
し
ま
す
。自
転
車
の
持
ち
込
み
が

で
き
る
駅
は
、
内
灘
駅
と
金
沢
駅
の
２
駅
の

み
と
な
り
ま
す
。

期
間　

　
　

７
月
17
日（
土
）〜
10
月
31
日（
日
）

持
ち
込
み
で
き
る
時
間
帯

月
〜
金　
（
下
り
）北
鉄
金
沢
駅
発

　
　
　
　
（
上
り
）内
灘
駅
発

　
　
　
　

午
前
９
時
１
分
〜
午
後
15
時
20
分

土
日
祝　

終
日
可
能

※ 

雨
天
中
止
（
雨
天
の
場
合
は
、
電
車
内
が
す
べ
り
ま
す

の
で
、持
ち
込
み
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

持
ち
込
み
料
金　

 

無
料
（
１
人
１
台
限
り
通
常
の

運
賃
の
み
で
ご
利
用
で
き
ま
す
）

そ
の
他

◎ 

北
鉄
金
沢
駅
か
ら
地
下
広
場
出
口
の
自
転

車
利
用
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎ 

金
沢
駅
東
広
場
内
は
、
自
転
車
か
ら
降
り

て
押
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い（
地
上
・
地

下
と
も
に
）。

◎ 

自
転
車
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、
駅
員

の
案
内
が
あ
る
ま
で
、
待
合
室
又
は
改
札

付
近
ま
で
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎ 

車
内
で
は
、
自
転
車
が
倒
れ
な
い
よ
う
に

必
ず
手
で
支
え
て
く
だ
さ
い
。

　

 
詳
し
く
は
北
陸
鉄
道
鉄
道
部
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☎ 

２
７
２-
２
１
１
１

　
　
　

   

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　

   

責
任
技
術
者
認
定
試
験

日
時　

　
　

10
月
13
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜 

場
所　

　
　
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
金
沢
市
鞍
月
２
丁
目
１
番
地
）

申
し
込
み
受
付
期
間

　
　
　
　
　

８
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
）

主
催　

　
　

日
本
下
水
道
協
会
石
川
県
支
部

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部　

上
下
水
道
課

　
　
　

   

全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

　
　
　

   

テ
ィ
バ
ル
ひ
ろ
し
ま
の
ご
案
内

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
理
解
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
！

定
員　
　
　

２
名
ま
で

対
象
者　

　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
る
方
。

日
時　
　
　

９
月
25
日（
土
）〜
27
日（
月
）

場
所　
　
　

広
島
県（
広
島
国
際
会
議
場
）

費
用　
　
　

自
己
負
担　

２
０
，０
０
０
円

申
込
期
限　

７
月
30
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ

検診実施歯科
中本
歯科医院

アカシア
１-28 238-5888

小島
歯科医院

アカシア
2-5 238-1388

粟倉
歯科医院

緑台
1-245-3 238-5055

北
歯科医院

鶴ケ丘
4-1-311 286-4088

白石
歯科医院

向粟崎
5-31 238-4188

ふなもと
歯科医院

大根布
1-101 286-8121

なかみち歯科
クリニック

旭ケ丘
111 238-8148

よしだ
歯科医院

大清台
329 286-0858
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　
　
　

   
活
動
助
成
金
の
お
知
ら
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成
金
を
活
か
し

て
、
よ
り
充
実
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

つ
な
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

助
成
額　
　

１
団
体
に
つ
き
上
限
３
万
円

対
象
資
金　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必
要
な

活
動
資
金（
材
料
費
、研
修
費
等
）

申
請
方
法　

 

申
請
書
を
内
灘
町
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
提
出
。

　
　
　
　
　

※ 

申
請
書
は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
期
限　

８
月
31
日（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
力

　
　
　

   

３
級
検
定
受
験
者
の
募
集

　

あ
な
た
も
地
域
住
民
の
社
会
参
加
を
支
え

る
一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数　

４
名
ま
で

対
象
者（
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
）

① 

こ
れ
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
が
あ

る
方
。

② 

こ
れ
ま
で
に
地
域
社
会
、
組
織
に
お
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

関
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
方
。

③ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

関
わ
る
予
定
が
あ
る
方
。

検
定
日　

　

12
月
４
日（
土
）

場
所　

　
　

大
阪（
大
阪
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
）

費
用　

　
　

受
験
料
・
旅
費
は
助
成
し
ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
17
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

  

紫
外
線
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
！
海
に
プ
ー
ル

と
、日
差
し
が
強
い
中
、紫
外
線
を
浴
び
る
機

会
も
多
く
な
り
ま
す
。紫
外
線
が
皮
膚
に
与

え
る
影
響
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

「
目
」
に
も
影
響
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
、
近

年
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。強
い
紫
外
線
を
短

時
間
に
浴
び
た
場
合
、
充
血
や
角
膜
炎
な
ど

の
急
性
障
害
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

内
灘
町
で
は
、
金
沢
医
科
大
学　

佐
々
木

洋
主
任
教
授（
眼
科
学
）の
依
頼
に
よ
り
、小
・

中
・
高
校
生
の
紫
外
線
被
ば
く
の
目
へ
の
影

響
調
査
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ば
の
広
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
、
U
V

カ
ッ
ト
機
能
付
き
の
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
を
装
着
す
る
な
ど
、
紫
外
線
対
策
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　
　
　

  「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」

　
　
　

  

〜
学
校
に
赤
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
く
る
〜

　
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
と
は
、
生
後
４
カ
月

程
度
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
学
校
を
訪

れ
、児
童
と
ふ
れ
あ
う
学
習
で
す
。子
ど
も
た

ち
は
小
さ
な
い
の
ち
に
ふ
れ
、
真
剣
に
向
き

合
い
、
小
さ
な
い
の
ち
に
感
動
し
ま
す
。赤

ち
ゃ
ん
の
魔
法
の
力
で
優
し
い
気
持
ち
に
な

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
学
期
に
西
荒
屋
小
学
校
を
会
場
に
鳥
取

大
学
医
学
部
か
ら
高
塚
人
志
先
生
を
お
招
き

し
て
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
を
実
施
し
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
町
内
や
河
北
郡
市
の
教
育

関
係
者
を
対
象
に
高
塚
先
生
に
よ
る
教
育
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。参
加
枠
に
若
干

の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

　
　

８
月
19
日（
木
）午
後
１
時
30
分

場
所　

　
　

内
灘
町
文
化
会
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　
　
　

  
花
と
み
ど
り
の
あ
る

　
　
　

  
町
づ
く
り
大
賞
に

　
　
　

  

応
募
し
ま
せ
ん
か
?!

　

公
道
沿
い
の
地
面
や
街
路
樹
マ
ス
な
ど
に

花
を
植
え
て
環
境
の
美
化
を
図
り
、
潤
い
の

あ
る
町
づ
く
り
に
貢
献
し
た
町
内
の
個
人
・

事
業
者
・
団
体
等
を
表
彰
し
ま
す
。本
年
度
は

『
み
ど
り
の
部
門
』
を
新
設
し
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
作
っ
て
省
エ
ネ
活
動
に
貢
献
し

た
方
も
表
彰
し
ま
す
。自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
に
入
り
の
写
真
を
添
え
て

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

応
募
用
紙（
環
境
政
策
課
・
各
公
民
館
で
配
布
、町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
２
枚
（
花
ま
た
は
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
が
植
え
ら
れ
て
い
る
環
境
が
わ
か
る
も
の

等
）を
添
え
て
、
環
境
政
策
課
ま
た
は
各
公
民

館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

他
薦
の
場
合
に
は
、
推
薦
を
受
け
る
方
の
同
意
を
得

て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
で
き
る
部
門
は
、ど
ち
ら
か
１
つ
で
す
。

受
付
期
限　

８
月
10
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

環
境
政
策
課

　
　
　

  

ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず
穴
を
あ
け
て

　
　
　

  

リ
サ
イ
ク
ル
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
！

　
　
　

  

＝
爆
発
・
発
火
し
て

　
　
　

  　
大
惨
事
に
な
る
こ
と
も
＝

　

最
近
、「
も
え
な
い
ご
み
」で
は
収
集
で
き

な
い
も
の
が
出
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま

す
。特
に
ス
プ
レ
ー
缶
は
、最
後
ま
で
使
い
切

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ
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暮らしの 情報

は
管
理
者
に
て
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、蜂
の

種
類
に
よ
っ
て
対
策
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

駆
除
を
行
う
際
に
は
※
専
門
業
者
に
依
頼
す

る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

※ 

専
門
業
者
…
N
T
T
の
職
業
別
電
話
帳
（
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
）の「
消
毒
業
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
業
者
等

　
　
　

  

親
子
探
検
ツ
ア
ー

　
　
　

  

ゴ
ミ
は
ど
う
生
ま
れ
変
わ
る
？

　

ゴ
ミ
処
理
業
者
や
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
訪

ね
、ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
　
　

８
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

対
象　
　
　

 
河
北
郡
市
内
の
小
中
学
生
と
保

護
者

定
員　
　
　

先
着
30
名

参
加
費　
　

１
人
５
０
０
円（
昼
食
付
き
）

申
込
期
限　

７
月
16
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合

☎ 

２
８
８-

４
５
４
５

F
A
X 

２
８
８-

４
５
６
４

　
　
　

  

今
月
の
納
税

納
期
限　
　

８
月
２
日（
月
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税 

第
２
期

国
民
健
康
保
険
税（
本
算
定
） 

第
４
期

り
、
穴
を
あ
け
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。ス
プ
レ
ー
缶
が
混
ざ
る
と
収
集
車

か
ら
出
火
す
る
原
因
と
な
り
、
大
変
危
険
で

す
。ま
た
、乾
電
池
や
油
の
入
っ
て
い
る
も
の

は
、必
ず
中
身
を
抜
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
※
ご
み
収
集
車
か

ら
の
出
火
が
６
月
中
に
２
件
も
あ
り
ま
し
た
。）

　
　
　

  

飼
い
犬
の
ふ
ん
は
必
ず

　
　
　

  

持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

内
灘
町
で
は
、「
環
境
美
化
条
例
」に
よ
り

飼
い
犬
の
ふ
ん
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。そ
れ
は
飼
い
主
と
し
て
の
最
低
限

の
マ
ナ
ー
で
す
。飼
い
犬
の
散
歩
の
際
に
は
、

シ
ャ
ベ
ル
と
袋
を
持
参
し
、
必
ず
ふ
ん
を
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、お
し
っ
こ
の
後

始
末
に
は「
エ
チ
ケ
ッ
ト
水
」の
携
帯
を
お
願

い
し
ま
す
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て

持
ち
歩
く
だ
け
で
す
。お
し
っ
こ
の
後
に
ひ

と
か
け
す
れ
ば
、
臭
い
も
色
も
ほ
と
ん
ど
残

り
ま
せ
ん
。飼
い
主
は
、
モ
ラ
ル
を
守
り
、
し

つ
け
・
愛
情
・
責
任
を
持
っ
て
ペ
ッ
ト
を
飼
い

ま
し
ょ
う
！ 

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

環
境
政
策
課

　
　
　

  

蜂
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て

　

蜂
の
巣
の
駆
除
は
、
土
地
の
所
有
者
ま
た

平成22年度 入札契約一覧
制限付き一般競争入札 ： 建設工事 単位：円（税込）

No. 入札月日 入札名 落札業者 契約金額 予定価格 落札率

1 5月12日 湖西２号線舗装改良工事（その２） 北川ヒューテック㈱ 25,830,000 27,541,500 93.79 

平成22年度 入札契約一覧
指名競争入札 ： 物品購入・委託業務等 単位：円（税込）

No. 入札月日 入札名 落札業者 契約金額

1 5月18日 第３次拡張総合公園発注設計業務委託 ㈱国土開発センター 735,000

2 5月18日 向粟崎地区街なみ環境整備事業道路予備設計業務委託 ㈱国土開発センター 1,155,000

3 5月18日 内灘町議会会議録印刷製本業務 (有)丸岡 399

4 5月31日 内灘町役場樹木等管理業務委託 浜本造園　浜本長春 619,500

5 5月31日 交通量調査業務委託 ㈱東洋設計 1,155,000

6 5月31日 内灘町固定資産現況図デジタル化業務委託 ㈱国土開発センター 8,925,000

7 5月31日 内灘町議会　委員会録音テープ翻訳業務 （有）白坂速記事務所 18,480

8 5月31日 内灘町議会　本会議録音テープ翻訳業務 （有）白坂速記事務所 19,950

9 5月31日 マンホールポンプ清掃業務委託 河北郡衛生㈱ 840,000

10 5月31日 文化会館舞台照明保守点検業務委託 北陸電気工事㈱金沢支店 714,000

●内灘町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の公表をしています。対象は発注予定金額130万円以上の建設工事です。
●内灘町では、平成20年度より制限付き一般競争入札を導入しています。対象は発注予定金額1,000万円以上の建設工事です。 
● 内灘町では、平成21年5月より低入札基準価格取扱要綱を試行的に導入し、最低制限価格の事前公表を取りやめました。対象は発注予定金額130万円以上の建設工事です。

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ
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熟
練
の
技
術
を

　
　
　

競
い
合
い
ま
し
た

　

６
月
８
日（
火
）内
灘
町
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年

は
、
団
体　

１
位　

宮
坂　

２
位　

西
荒
屋

３
位　

向
粟
崎　

個
人
で
は
、
１
位　

村
田

外
喜
男　

氏　

２
位　

横
田
法
男　

氏　

３

位　

中
居
金
次
郎　

氏　

女
性
で
は
、
１
位

上
前
美
和
子　

氏　

２
位　

川
江
絹
枝　

氏

３
位　

今
井
和
子　

氏　

の
順
位
で
し
た
。

　

今
年
も
、こ
の
大
会
の
個
人
上
位
者
か
ら
、

男
性
６
名
、女
性
６
名
の
２
チ
ー
ム
で
、９
月

６
日（
月
）に
開
催
さ
れ
る
石
川
県
知
事
杯
に

出
場
し
ま
す
。

　
　
　

お
い
し
い
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を

　
　
　

お
届
け
し
ま
す

　

内
灘
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
毎

年
内
灘
産
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
漬
け
こ
み
、
内

灘
町
の
70
歳
以
上
一
人
暮
ら
し
の
方
に
、
見

守
り
事
業
と
し
て
1
件
ず
つ
お
宅
を
訪
問
し

て
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。昨
年
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
た
め
残
念
な
が
ら

事
業
を
取
り
や
め
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
年

は
、６
月
19
日（
土
）に
漬
け
こ
み
し
て
、９
月

５
日（
日
）に
は
ビ
ン
詰
め
し
て
、
約
３
５
０

名
の
方
に
、
お
い
し
い
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
届
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

柔
道
、日
本
一
を
目
指
し
て

　

６
月
３
日（
木
）〜
５
日（
土
）に
か
け
て
行

わ
れ
た
、
平
成
22
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
及
び
６
月
13
日（
日
）に
行
わ
れ

た
、
第
７
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

石
川
県
大
会
に
お
い
て
優
勝
し
た
３
名
が
優

勝
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
８
月
８
日（
日
）か
ら
沖
縄
で
行

わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
８
月
22
日（
日
）に

北
海
道
で
行
わ
れ
る
全
国
小
学
生
学
年
別
柔

道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。全
国
大
会
で
も
優

勝
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

1

23

1

3 2

日頃の練習の
成果を披露

全国大会
がんばって
ください!!

９月のビン
詰めが今から
楽しみですね

Uchinada

Town Focus

お問い合わせ

まちづくり政策部
情報政策課公聴広報室
TEL  286-6753
FAX  286-0617
皆様からのご連絡・お便り、
お待ちしています。



19 2 0 1 0 . 7   N o . 5 7 0

◎
個
人
男
子
66
㎏
級

　

優
勝　
　

長
原　

毅
弥（
津
幡
高
校
）

◎
個
人
男
子
100
㎏
級
、団
体
戦

　

優
勝　
　

端　

雄
大（
津
幡
高
校
）

◎
５
年
生
男
子
45
㎏
超
級

　

優
勝　
　

藤
田　

慶
二（
鶴
ヶ
丘
小
）

　
　
　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　
　
　

By the SunsetBridge
　

6
月
19
日
（
土
）
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
内
灘
町
連
合
女
性

会
・
内
灘
町
壮
年
会
協
議
会
の
主
催
で
キ
ャ

ン
ド
ル
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
約
１
０
０
名
の
皆
さ
ん
は
、
ろ
う

そ
く
が
灯
す
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
演
奏

や
合
唱
、地
球
環
境
の
お
話
に
耳
を
傾
け
、地

球
環
境
の
改
善
を
祈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
最
後
に
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
を
手
に
と

り
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
し
た
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ

ジ
を
渡
り
ま
し
た
。淡
い
光
に
浮
か
ぶ
参
加

者
の
顔
は
、皆
さ
ん
素
敵
な
笑
顔
で
し
た
。

　
　
　

世
界
の
凧
の
祭
典

　
　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

５
月
３
日
、
４
日
の
『
世
界
の
凧
の
祭
典
』

に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
式
が
６
月
20
日（
日
）役
場
庁
舎
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
１
２
７
点
の
応
募
作
品
は
ど

れ
も
甲
乙
つ
け
難
い
力
作
ば
か
り
で
、
審
査

に
立
ち
会
っ
た
凧
の
祭
典
の
実
行
委
員
会
会

長
八
十
出
町
長
、
写
真
協
会
の
野
村
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
写
真
協
会
の
メ
ン
バ
ー
も
頭

を
悩
ま
せ
て
の
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

4

5

4

5

4

5

みんなで
キャンドル
ウォーク

たくさんの
応募ありがとう
ございます

幻想的な
光の中での
演奏会

大賞 『凧揚げ』

賞 賞名 作品題名 受賞者

大賞
内灘町世界の凧の祭典
実行委員会長賞 凧揚げ 松林　良和

次賞 石川テレビ賞 大きい！ 山崎　諄次

次賞 北陸中日新聞賞 子供達が引っ張る凧揚げ 中島　琢弓

特選 内灘町写真協会長賞 只今準備中 渡部　希典

特選 内灘町商工会長賞 調整中（ちょうせいちゅう） 大工　美恵

特選 内灘町観光協会長賞 躍動（やくどう） 横山　正二

カイト スポーツカイト賞 龍の如く 前坂　文明
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麻
し
ん（
は
し
か
）風
し
ん
混
合
予
防

接
種
を
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

第
2
期
対
象

平
成
16
年
4
月
2
日
〜
平
成
17
年
4
月
1
日
生

（
保
育
所
等
の
年
長
児
）

第
3
期
対
象

平
成
9
年
4
月
2
日
〜
平
成
10
年
4
月
1
日
生

（
中
学
1
年
生
）

第
4
期
対
象

平
成
4
年
4
月
2
日
〜
平
成
5
年
4
月
1
日
生

接
種
期
間 

平
成
22
年
7
月
31
日
ま
で

　

接
種
券
の
有
効
期
限
は
平
成
23
年
3
月
31

日
ま
で
で
す
。（
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
自
費
で
の

接
種
と
な
り
、
公
費
で
接
種
で
き
ま
せ
ん
）な
る
べ
く

早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
の
助
成
対

象
が
増
え
ま
す
！

該
当
す
る
予
防
接
種

お
た
ふ
く
、水
痘
、ヒ
ブ
、季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
４
種
類
の
ワ
ク
チ
ン

対
象
お
よ
び
接
種
回
数

◆ 

お
た
ふ
く
・
水
痘

　

対
象　

１
歳
〜
就
学
前

　

回
数　

１
回　

◆ 

ヒ
ブ

　

対
象　

生
後
２
ヶ
月
〜
５
歳
未
満

　

回
数　

２
ヶ
月
〜
７
ヶ
月
未
満　

４
回

　
　
　
　

７
ヶ
月
〜
１
歳
未
満　
　

３
回

　
　
　
　

１
歳　

〜
５
歳
未
満　
　

１
回

◆ 

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

対
象　

 

１
歳
〜
15
歳
以
下
で
中
学
校
を
卒

業
し
て
い
な
い
方

　

回
数　

13
歳
未
満　

２
回

　
　
　
　

13
歳
以
上　

１
回
又
は
２
回

助
成
金
額　

助
成
回
数
１
回
に
つ
き
１
，０
０
０
円

※ 

た
だ
し
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
一
年

度
１
回
の
助
成
に
な
り
ま
す
。自
己
負
担
額
が
１
，

０
０
０
円
を
超
え
な
い
場
合
は
そ
の
自
己
負
担
額
に

相
当
す
る
額
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
方
法

「
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
領
収

書
」「
印
鑑
」「
接
種
証
明
書
ま
た
は
母
子
健
康

手
帳
」「
健
康
保
険
証
」「
申
請
者（
保
護
者
）名

義
の
預
金
通
帳
」を
お
持
ち
の
う
え
、接
種
後

に
請
求
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
22
年
4
月
1
日
以
降
に
接
種
し
た
も
の
か
ら
適

応
し
ま
す

申
請
期
限　

接
種
後
1
年
以
内

申
請
窓
口　

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

町
民
福
祉
部　

健
康
推
進
課

日
本
脳
炎
Ⅰ
期
予
防
接
種
の

積
極
的
な
勧
奨
が
年
小
児
を
対
象
に

再
開
し
ま
す

　

旧
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

で
極
め
て
稀
に
A
D
E
M
と
言
わ
れ
る
脳
神

経
の
病
気
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労

働
省
の
指
導
の
も
と
平
成
17
年
よ
り
積
極
的

な
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
21
年
6
月
か
ら
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が

使
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
使
用
実
績
が

少
な
く
、
積
極
的
な
勧
奨
を
行
う
に
は
至
ら

ず
、
内
灘
町
で
は
こ
れ
ま
で
希
望
者
の
み
に

接
種
券
を
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
よ
り
「
安
全
性
や
供
給
実
績

か
ら
積
極
的
な
勧
奨
を
行
う
段
階
に
至
っ

た
」と
の
見
解
を
受
け
、平
成
22
年
4
月
よ
り

Ⅰ
期
の
標
準
的
な
接
種
期
間
に
該
当
す
る
方

に
対
し
て
積
極
的
な
勧
奨
を
再
開
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

日
本
脳
炎
Ⅰ
期
初
回
の
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
！

対
象
年
齢（
標
準
的
な
接
種
期
間
に
該
当
）

平
成
18
年
4
月
2
日
〜
19
年
4
月
1
日
生
ま
れ

接
種
方
法　

 

接
種
券（
予
診
票
）を
5
月
中
旬
に
郵
送
し
て

い
ま
す
。予
診
票
を
ご
記
入
の
う
え
、母
子
手

帳
を
持
っ
て
お
受
け
下
さ
い
。

お問い合わせ

 from 
Public Health Center

お問い合わせ

 from 
PPPPPuPuPublic Health Center

保
健

セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

Information 

保健センター
TEL  286-6101

実施日（受付時間） 対象（平成）

４
か
月
児
健
診

7月20日火
13：00～13：30

22年3月生

8月17日火
13：00～13：30

22年4月生

１
歳
６
か
月
児
健
診

7月13日火
13：00～13：30

20年12月生

8月10日火
13：00～13：30

21年1月生

３
歳
児

健　

診
8月 3 日火
12：45～13：15

19年4月生

Ｂ
Ｃ
Ｇ

接　

種
8月 2 日月
13：00～14：00

22年4月生

５
歳
児
健
診

7月16日金
12：45～13：15

緑台保育所

8月 6 日金
12：45～13：15

鶴ヶ丘保育所

乳幼児健診・予防接種
会場　内灘町役場1階

健康相談会
育児相談、栄養相談（要予約）
心や体の健康相談に応じます

日時　7/12（月）・8/9（月）
　　　午後3時～5時
場所　保健センター
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副
反
応

　

臨
床
試
験
に
お
い
て
、生
後
6
〜
90
ヶ
月
の

小
児
１
２
３
例
中
、約
40
％
に
副
反
応
が
み
ら

れ
ま
し
た
。そ
の
主
な
も
の
は
、
発
熱
（
18
・

7
％
）、咳（
11
・
4
％
）、鼻
水（
９
・８
％
）、注
射

部
位
紅
斑（
８
・９
％
）で
、こ
れ
ら
の
副
反
応
の

ほ
と
ん
ど
は
接
種
3
日
後
ま
で
に
み
ら
れ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※ 

Ⅰ
期
初
回
の
標
準
的
な
接
種
期
間
以
外
の
対
象
の

方
、
Ⅰ
期
追
加
の
対
象
の
希
望
者
の
み
に
接
種
券
を

お
渡
し
し
ま
す
。ワ
ク
チ
ン
の
不
足
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
医
療
機
関
と
相
談
の
う
え
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

日
本
脳
炎
Ⅱ
期
予
防
接
種
の
対
象
の
方

 　

新
し
い
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
現
在
、
Ⅰ

期
の
み
に
使
用
で
き
ま
す
。厚
生
労
働
省
に

お
い
て
Ⅱ
期
に
対
す
る
有
効
性
、
安
全
性
を

速
や
か
に
検
証
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。今
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。

　

な
お
、
旧
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
既
に
生

産
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ⅱ
期
に
対
し
て
使
用
で

き
る
ワ
ク
チ
ン
は
現
時
点
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ツ
！
プ
レ
マ
マ・プ
レ
パ
パ
ク
ラ
ス

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
、体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　

町
内
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族

第
１
回　

７
月
25
日（
日
）

第
２
回　

８
月
８
日（
日
）

第
３
回　

８
月
21
日（
土
）

※
で
き
る
だ
け
３
回
通
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
場　
　
　

カ
ン
ガ
ル
ー
ム
内
灘

内
容　
　
　

 

育
児
体
験
（
沐
浴
な
ど
）、
栄
養

や
体
の
お
話
、マ
ー
サ
ー
ジ
、マ

タ
ニ
テ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ
等

時
間　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
（
午
前
9
時
30
分
〜
受
付
）

　
　
　
　
　

※
妊
婦
体
験
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

※
託
児
あ
り

申
込
期
限　

７
月
16
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
ク
ラ
ス

日
時　
　
　

７
月
22
日（
木
）

　
　
　
　
　

８
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

会
場　
　
　

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
　
　

 

生
後
２
〜
３
か
月
頃
か
ら
ハ
イ

ハ
イ
ま
で

　
　
　
　
　

先
着
10
組（
要
予
約
）

自
己
負
担　

５
０
０
円

申
し
込
み　

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

〜
夏
場
は
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
〜

　

食
中
毒
菌
は
一
般
に
温
度
、湿
度
が
高
く
、

栄
養
分
が
豊
富
な
と
こ
ろ
で
増
殖
し
ま
す
。

日
本
の
夏
は
高
温
多
湿
で
食
中
毒
菌
に
と
っ

て
は
絶
好
の
環
境
で
す
。

　

抵
抗
力
の
弱
い
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
高
齢

者
、体
調
が
悪
い
時
は
感
染
し
や
す
く
、症
状

も
重
く
な
り
や
す
い
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

原
則
①　

細
菌
を
つ
け
な
い

ま
ず
は
し
っ
か
り
手
洗
い
を
！

★ 

食
品
は
汚
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し 

て
お
き
、
使
っ
た
器
具
は
き
れ
い
に

洗
い
ま
し
ょ
う
。

★ 

生
魚
や
生
肉
、
卵（
殻
）に
触
れ
た
手

も
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

★ 

塩
水
を
好
む
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
魚

介
類
か
ら
感
染
し
ま
す
。さ
ば
く
前

に
真
水
で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。　

原
則
②　

細
菌
を
増
や
さ
な
い

 

冷
蔵
は
十
度
以
下
、
冷
凍
は
マ
イ
ナ
ス

十
五
度
以
下
に
保
つ
。

★ 

夏
場
の
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
に
物
を
詰

め
す
ぎ
る
と
冷
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

調
理
し
た
ら
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

原
則
③　

細
菌
を
や
っ
つ
け
る

 

食
品
の
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
火
を
通

す
。

★ 

肉
類
、
魚
介
類
に
よ
る
感
染
が
多
い

Ｏ-

１
５
７
や
卵
に
よ
る
感
染
の
多

い
サ
ル
モ
ネ
ラ
と
い
っ
た
菌
は
、
75

度
以
上
で
１
分
間
加
熱
す
る
と
死
滅

し
ま
す
。

＊
食
中
毒
予
防
三
原
則
＊

食
中
毒
に
ご
用
心
！

◎
正
し
い
手
洗
い
の
ポ
イ
ン
ト

135

246

手を水で濡らし石けんを
つけて手の平でよくあわ
立てる。

手の平の上で爪をゴシゴ
シ洗う。（片手ずつ両手）

親指を包むように、指の
付け根をグリグリ洗う。
（片手ずつ両手）

手の甲と指の間をゴシゴ
シ洗う。（片手ずつ両手）

指を組んで指の間をゴシ
ゴシ洗う。

手首をグリグリ洗う。（片
手ずつ両手）
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羽
幌
町･

内
灘
町
姉
妹
都
市
青
少
年

交
流
事
業　

和
太
鼓
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン（
合
同
演
奏
会
）

　

７
月
31
日（
土
）か
ら
８
月
３
日（
火
）に
か

け
、
内
灘
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
北
海
道
羽

幌
町
か
ら
姉
妹
都
市
青
少
年
交
流
訪
問
団
が

来
町
し
ま
す
。今
回
は
和
太
鼓
を
通
し
て
交

流
を
深
め
る
た
め
、
合
同
チ
ー
ム
を
結
成
し

発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
お
友
達
と
来
場
い
た
だ
き
声
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

日
時　

　
　

８
月
１
日（
日
）午
後
３
時
〜

場
所　

　
　

内
灘
町
役
場
１
階　

　
　
　
　
　

町
民
ホ
ー
ル

出
演　

羽
幌
町
の
和
太
鼓
チ
ー
ム
「
羽
幌
オ
ロ
ロ
ン

太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
の
会
」

内
灘
町
の
和
太
鼓
チ
ー
ム「
靜
胡
・
胡
粋
・
他
」

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

河
北
潟
農
産
物
親
子
収
穫
体
験

　

参
加
費
無
料
で
、
コ
マ
ツ
ナ
や
ト
マ
ト
の

収
穫
が
体
験
で
き
ま
す
。

日
時　
　
　

 

７
月
24
日（
土
）午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
　
　

 

河
北
潟
干
拓
地
内　

河
北
潟
営

農
公
社
前
（
河
北
郡
津
幡
町
字

湖
東
２
０
６
番
地
）

対
象
者　

　

 

内
灘
町
に
住
む
小
学
生
及
び
そ

の
保
護
者

定
員　
　
　

10
組
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容　
　

① 

コ
マ
ツ
ナ
、ト
マ
ト
等
の
収
穫
体
験（
ス
イ

カ
の
試
食
も
有
り
ま
す
）

②
生
産
者
の
お
話

③
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
お
話

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、子

供
の
学
年
、参
加
人
数
を
明
記
の
上
、内
灘
町

産
業
振
興
課「
河
北
潟
収
穫
体
験
」係
ま
で　

申
込
期
限　

７
月
14
日（
水
）必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部　

産
業
振
興
課

「BRIDGES

」国
際
交
流
サ
ロ
ン

　

外
国
人
と
気
軽
に
会
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！（
参
加
費
無
料
）

日
時　

　
　

7
月
10
日(

土)
　
　
　
　
　

 

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30

分

場
所　

　
　

内
灘
町
文
化
会
館　

和
室

問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
国
際
交
流
員　

シ
ェ
・
ジ
ェ
フ
リ
ー

☎
２
８
６-

６
７
１
６

内
灘
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
０　

出
演
者
募
集

　

夕
陽
と
星
空
の
も
と
で
、
演
奏
や
各
種
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
団
体
も
し
く
は
個
人

の
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

定
員　
　
　

12
団
体
ほ
ど

日
時　
　
　

８
月
28
日（
土
）午
後
４
時
〜
８
時

会
場　
　
　

ハ
マ
ナ
ス
恐
竜
公
園

出
演
時
間　

20
分
以
内（
出
入
り
含
む
）

参
加
費
用　

１
，０
０
０（
団
体
・
個
人
）

応
募
期
限　

７
月
30
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
観
光
協
会

☎
２
８
６-

４
２
０
０

河
北
潟　

夏
休
み
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集
！

　

バ
ス
に
乗
っ
て
河
北
潟
の
様
々
な
施
設
を

め
ぐ
り
、
河
北
潟
の
自
然
観
察
や
水
質
調
査

の
体
験
学
習
、
ぶ
ど
う
農
園
に
て
ぶ
ど
う
狩

り
、牧
場
等
の
見
学
を
し
ま
す
。

日
時　
　
　

７
月
31
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
頃

対
象　

　
　

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
　
（
10
名
程
度
）

申
込
期
限　

７
月
20
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

環
境
政
策
課

Wind of 

Learning

生
涯 

学
習 

情
報

お問い合わせ

教育委員会生涯学習課
TEL  286-6716
働く女性の家
TEL  237-6440

第3日曜日は家庭の日
家族と共に過ごし、絆を深めましょう。

問い合わせ・ご予約先
河北郡市広域事務組合「エコみらい河北」
☎ 288-4545

「エコみらい河北」
体験教室等のご案内
（開催日の2日前までに要予約）

ガラスに絵を描こう（サンドブラフト体験教室）
受講料：500円  ガラス製品持参
7/10（土）
手作りガラスビーズ（とんぼ玉作り）
受講料：1，000円
7/17（土）・8/7（土）
オリジナルコップを作ろう（吹きガラス体験教室）
受講料：2，000円
8/8（日）
ガラスモザイクアート（ビンのかけら工作）
受講料：500円
7/31（土）・8/17（火）
親子ペットボトル工作
ペットボトル2本以上持参
8/12（木）
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　7月4日はアメリカの独立記念日だと知ってい

る人もいると思いますが、では7月1日はカナダ

の何の日でしょうか？

カナダ・デイです！　

　カナダ・デイは1867年にドミニオン・デイ（自

治領制定記念日）として設立されて、当時、英国の

三つの植民地（ニューブランズウィック、ノバス

コシアとカナダ）が合併されて、「カナダ」という

自治領になりました。そして、1982年に、「ドミニ

オン・デイ」が「カナダ・デイ」に変更され、国の休

日になりました。

　ここでカナダ・デイの色々な習慣を紹介したい

と思います。

■バーベキュー
　まずは、これだけは欠かせないものなのがバー

ベキューです。バーベキューの準備は前夜から始

まります。6月30日にお肉をた～くさん買い、翌

日に美味しく焼けるように、一晩マリネにしま

す。牛肉、豚肉、羊肉、鶏肉、七面鳥肉、鹿肉、ホット

ドッグ、ハンバーガー、トウモロコシ、野菜等焼き

ます。もちろんビール、ウィスキー等もたくさん

飲みます（笑）。朝から晩まで、一日にバーベ

キューを3回食べてもおかしくありません。とい

うか、この時期になったら、一週間連続でずっと

バーベキューでも全然普通です！

■パレード
　この日はいろんなパレードがあります。ブラス

バンド、カナダ騎馬警察隊員、芸能人、ボランティ

ア団体など大勢がパレードに参加します。そして

観客が顔にカナダの代表的なメープルリーフを

描き、赤と白の服を着、国旗を持ちながら国歌を

歌って、非常に愛国的な雰囲気が感じられます。

一番大きなパレードはもちろんカナダの首都で

あるオタワ市で行い、それは全国に放送されま

す。

■花火大会
　夜になったら、全国各地で花火大会が行われま

す。さまざまな花火は音楽（国歌など）に合わせて

打ち上げられ、人気スポットの湖畔、海岸、河岸な

どで恋人・家族・友達と一緒に見ると、とても感動

するものです。この日、コンサートもたくさんあ

り、コンサートの終わりにも必ず花火をたくさん

打ち上げます。どこでも花火が打ち上げられるの

で、夜が花火の輝きで昼間のように明るいです！

　皆さん、いかがでしょうか？興味がありました

ら、カナダ人の友達を作って、カナダの文化と触

れ合いながら、一緒にカナダ・デイのお祝いをし

てみてください！

日
本
女
性
会
議
２
０
１
０
き
ょ
う
と

派
遣
員
募
集

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
開
か

れ
る
日
本
女
性
会
議
が
今
年
は
京
都
で
開
催

さ
れ
ま
す
。内
灘
町
で
は
、こ
の
会
議
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。紫
式
部
や
清
少
納
言
な

ど
古
く
か
ら
歴
史
を
彩
っ
た
素
晴
ら
し
い
女

性
を
数
多
く
輩
出
し
て
き
た
悠
久
の
都
・
京

都
。そ
の
京
都
か
ら
、全
国
の
皆
さ
ん
と
共
に

学
び
交
流
を
深
め
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員　

２
名

日
時　

　
　

10
月
1
日（
金
）〜
2
日（
土
）

場
所　

　
　

京
都
府
京
都
市

費
用　

　
　

５
，０
０
０
円（
１
日
目
交
流
会
費
）

　
　
　
　
　

 

交
通
費
・
宿
泊
費
は
町
が
負
担

し
ま
す
。

申
込
期
限　

７
月
23
日（
金
）

※
詳
し
く
は
左
記
U
R
L
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

http://joseikaigi2010kyoto.jp

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

紙
芝
居「Yes,W

e can!!

」完
成

　

う
ち
な
だ
参
画
グ
ル
ー
プ（
内
灘
町
の
男
女
共

同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
）
が
昨
年
１
年
か
け
て
、「
井
戸
端

会
議
か
ら
」
と
題
し
て
男
女
共
同
参
画
を

テ
ー
マ
に
紙
芝
居
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。今

後
ど
ん
ど
ん
地
域
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。地
区
公
民
館
で
の
イ

ベ
ン
ト
、講
座
の
前
座
な
ど
、お
気
軽
に
声
を

か
け
て
下
さ
い
。

○
紙
芝
居
の
内
容

　

 

公
民
館
に
立
ち
寄
っ
た
人
達
の
井
戸
端
会

議
か
ら
始
ま
る
男
女
共
同
参
画
。地
域
に

出
て
、地
域
の
人
と
絆
を
結
ぼ
う
。

○ 

ご
要
望
が
あ
れ
ば
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

※紙芝居より抜粋

問い合わせ先
教育委員会　生涯学習課
国際交流員
シェ・ジェフリー
TEL  286-6716

Jeff's

Global Talk CornerWhat's Up?

ジェフ

What's
Up?

の

グローバル
トーク・コーナー

Gender

Equality

お問い合わせ

男
女

教育委員会  生涯学習課
男女共同参画室
TEL  286-6716
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● 

毛
糸 

● 

百
人
一
首 

● 

オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム 

● 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
布 

● 

電
子
レ
ン
ジ 

● 

内

灘
中
学
校
女
子
制
服
上
着（
1
6
0
〜
1
7
0

㎝
） 

● 

清
湖
小
学
校
女
子
制
服
上
下（
1
4
0

〜
1
5
0
㎝
） 

● 

内
灘
中
学
校
男
子
制
服
上

下
（
1
6
0
〜
1
7
0
㎝
） 

● 

チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト 

● 

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト 

● 

大
人
用
自

転
車 

● 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン 

● 

鶴
ケ
丘
小
学

校
制
服
上
着（
1
4
0
〜
1
5
0
㎝
） 

● 

カ
ラ

オ
ケ
セ
ッ
ト 

● 

洗
濯
機 

● 

冷
蔵
庫 

● 

粟
崎

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
用
水
着（
男
子
用
・
女

子
用
） 

● 

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク 

● 

女
の
子
用
自
転

車（
18
〜
20
イ
ン
チ
） 

● 

大
根
布
小
学
校
女
子

制
服
ス
カ
ー
ト
（
1
5
0
㎝
） 

● 

桐
タ
ン
ス 

● 
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー 

● 

炊
飯
器
（
３
合

炊
） 
● 
除
湿
器 

● 

日
本
地
図
パ
ズ
ル 

● 

物

置
き 

● 
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ 

● 

木
製
一
斗
樽 

● 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（
ソ
ニ
ー
V
A
I
O
）
の
付

属
品

 

● 

子
供
用
ス
キ
ー
セ
ッ
ト（
ブ
ー
ツ
24
〜

25
㎝
・
板
1
3
0
㎝
） ● 

エ
レ
ク
ト
ー
ン 

● 

ワ
ー
プ
ロ 

● 

学
習
机
・
椅
子 

● 

押
入
れ

用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス 

● 

紙
オ
ム
ツ

（
大
人
用
） 

● 

ス
キ
ャ
ナ
ー 

● 

金
沢
二
水

高
校
男
子
制
服
（
夏
用
シ
ャ
ツ
） 

● 

車
用

ブ
ラ
シ（
3
本
） 

● 

ベ
ビ
ー
布
団 

● 

ス

ノ
ー
ボ
ー
ド 

● 

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
用
マ
ッ
ト

レ
ス
・
布
団 

● 

大
根
布
小
学
校
夏
ス
カ
ー

ト（
１
３
０
㎝
） 

● 

2
段
ベ
ッ
ド
の
一
段
の

み 

● 

黒
の
ラ
ン
ド
セ
ル 

● 

男
の
子
用
ス

キ
ー
ウ
ェ
ア
上
・
下
（
１
３
０
㎝
） 

● 

子
供

服（
１
０
０
〜
１
３
０
㎝
・
男
女
と
も
）

登
録
で
き
る
品
物

家
具
、電
気
製
品
、乗
り
物
、日
用
雑
貨
、音

楽
用
品
、ベ
ビ
ー
用
品
、制
服（
町
内
小
中
学
校
）

※
無
料
で
の
提
供
の
み
お
取
扱
い
し
ま
す
。

譲
っ
て
下
さ
い （
希
望
品
）

譲
り
ま
す

リサイクルの流れ

Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ 

プ
ラ
ッ
ツ（
７
月
号
）Ｖ
ｏ
ｌ
．62

★ 

早
朝
太
極
拳
で
爽
や
か
な
夏
の
朝
を
迎
え

ま
せ
ん
か
？

日
時　

７
月
、８
月
、９
月
の
毎
週
日
曜
日

　
　
　

朝
６
時
30
分
か
ら
７
時
ま
で

 
 （

た
だ
し
、8
／
8
は
県
大
会
の
た
め

お
休
み
し
ま
す
）

場
所　

向
陽
台
公
園
・
白
帆
台
第
２
公
園

　
　
　
（
雨
天
時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
）

対
象 

 

プ
ラ
ッ
ツ
会
員
・
非
会
員
問
わ
ず
ど

な
た
で
も（
無
料
）

指
導　

太
極
拳
公
認
指
導
者

※ 

７
月
24
日（
土
）の
夏
祭
り
に
は
、
プ
ラ
ッ

ツ
恒
例
か
き
氷
店
を
出
店
の
予
定
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◎
お
知
ら
せ

総
合
体
育
館　

耐
震
工
事
の
た
め
、プ
ラ
ッ

ツ
事
務
所
を
一
時
移
転
し
て
い
ま
す
。内
灘

町
文
化
会
館
１
階　

９
月
末
ま
で（
予
定
）

７
月
・
８
月
の
会
員
特
典

　

22
年
度
よ
り
、プ
ー
ル
は
第
１
・
３
日
曜
日

に
会
員
は
利
用
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。（
た

だ
し
、７
月
８
月
は
除
き
ま
す
）

受
付
で
必
ず
会
員
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

プール無料
（第１・3日曜）

7月8月休み
10:00～18:00 屋内温水プール

体育館開放
（第2日曜）

7月8月休み
13:00～16:00 向粟崎体育館

体育館開放
（第4日曜）

7/25・8月休み
13:00～16:00 勤労者体育センター

初心者
エアロ
ビクス

昼 7/16・8月休み（原則第2金曜）
10:00～11:30 勤労者体育センター

夜 7/26・8/23（原則第4月曜）
19:45～21:00 向粟崎小学校体育館

太極拳 7/13・8/10（原則第2火曜）
13:30～15:00 向粟崎体育館

▼体育館は滑ると危ないので、必ず上履きをご用意ください。

ホームページ  http://www3.town.uchinada.lg.jp/osirase/sittoku/index.htm不用品リサイクル登録情報

スポーツクラブ
プラッツうちなだ事務局
TEL&FAX  286-1231
E-MAIL   info@platz-u.jp
http://platz-u.jp

お問い合わせ

Platz

Welcome

Recycle情
報 Information

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル

お問い合わせ・登録

町民福祉部 
環境政策課
TEL  286-6712

内灘町文化会館内事務所
月～金　10時～18時　　
総合体育館仮設事務所
（鶴ヶ丘テニスコート横
駐車場内）
（管理人）
平日（17時30分～22時）
土　（13時～22時）
日　（12時～18時）

スポーツクラブ
プラッツうちなだ事務局
TEL&FAX  286-1231
E-MAIL   info@platz-u.jp
http://platz-u.jp



25 2 0 1 0 . 7   N o . 5 7 0

4
（日）

木島脳神経外科クリニック
河北郡津幡町北中条2丁目33番地 ☎289-7430
カセノ内科医院
かほく市木津ニ140-4 ☎285-0008

11
（日）

望月眼科医院
河北郡内灘町旭ケ丘142 ☎239-1515
沖野クリニック (内・小)
かほく市高松ノ1-9 ☎281-0500

18
（日）

石倉クリニック (形成外科・皮)
河北郡津幡町北中条6丁目73番地 ☎289-7767
久保医院 (内・小)
かほく市宇野気ヌ167 ☎283-0017

19
（祝）

山崎外科胃腸科医院 
河北郡津幡町字加賀爪リ20 ☎289-2288
浅野医院 (内・小)
かほく市宇野気リ135 ☎283-0002

25
（日）

田中医院（耳鼻咽喉科）
河北郡内灘町字向陽台2丁目224 ☎237-6923
おきの内科医院(内・神内)
かほく市遠塚ロ54-9 ☎285-2552

1
（日）

宮﨑耳鼻咽喉科医院
河北郡内灘町ハマナス2-7 ☎286-3387
紺谷医院 (内・小)
かほく市木津ヘ12-1 ☎285-0020

8
（日）

金原皮膚科医院
河北郡内灘町アカシア1丁目48 ☎237-7950
二宮内科医院 (内・小)
河北郡津幡町字潟端ト70-8 ☎288-3188

15
（日）

上島クリニック (婦・産・内)
河北郡津幡町字清水ア25 ☎289-2233
宇野気医院 (内・小)
かほく市宇野気チ33-6 ☎283-0103

22
（日）

山崎耳鼻咽喉科クリニック
かほく市白尾イ44-2 ☎283-7070
宗平内科医院 (内・循・神内)
河北郡津幡町井上の荘2丁目1-1 ☎288-7600

29
（日）

らいふクリニック (内)
かほく市白尾ロ32-1 ☎283-6200
柴田クリニック (小・皮)
河北郡津幡町字加賀爪ホ286 ☎289-2572

7月 8月

今月の
催し

8月の
催し

ママのリラクゼーション
（ヨガ教室）
7月14日（水）10：30～11：30
※要予約20名（託児あり）

食育体験（ぶどう狩り）
7月28日（水）10：30～12：00
※かほく市　モアイ農園（雨天決行）

出前カンガルーム
7月27日（火）10：00～　ハマナス公民館

出前カンガルーム
8月3日（火）10：00～　鶴ヶ丘東保育所

保育園見学（向陽台保育園）
8月10日（火）10：30～11：30

7・8月の行事予定
おいでおいで
（第1・3金曜日 10:30～10:45、14:30～14:45）
歌・手遊び・体操など 7月16日、8月6日

てるてるぼーずの会（月曜日 10:30～）
わらべ歌 7月12日・26日、8月2日・9日

パンダクラブ
（あお・き・ピンク）
お誕生会・リズム遊びなど
7月21日（水）10:00～ 　ピンクパンダ
8月 4日（水）10:00～ 　き・あおパンダ
※ あおパンダ （H19.4～H20.3生）
 　きパンダ （H20.4～H21.3生）
　 ピンクパンダ （H21.4～H22.3生） 

子育てホットカフェ
（火曜日10:00～12:00、14:00～16:00）
珈琲を飲みながらリラックスタイム
7月13日・20日・27日、8月3日・10日

ひよこっこサークル（隔月開催）
離乳食教室 8月25日（水）13:00～
※ 5～6ヶ月児対象、保健センター・カンガルームで要予約

すくすくタイム（隔月開催）
育児相談 7月8日（木）10:00～

うさこちゃんルーム・ブックスタート
「ほほほほん」
絵本の読み聞かせ、わらべ歌など
7月22日（木）・29日（木）、8月19日（木）

カンガルーム内灘
TEL&FAX  238-3233

住　　所●内灘町字向陽台1-97
開館時間●月～土曜日  第1・第3日曜日
　　　　　9時～17時
休 館 日●第2、第4日曜日・祝日

◎施設管理日として毎月第4木曜日の
　午後を閉館します。
◎毎月第1・3日曜日は開館します。
　（7月18日、8月1日）

要予約
20組

親子3B体操教室
8月5日（木）10：30～11：15
※ ピンクパンダさん対象

要予約
15組

お父さんの子育て講座
（プール遊び）
8月1日（日）10：30～12：00
8月の講座はプール遊びをします。
※内灘町屋内温水プール

要予約
20組

国
勢
調
査
は 

み
ん
な
で
描
く

 

日
本
の
自
画
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
22
年
10
月
1
日
、
国
勢
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
人
及
び
世
帯
が
対
象
で
す
。

　

平
成
22
年
、国
勢
調
査
は
、我
が
国
が
本
格

的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る
最

初
の
国
勢
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人

口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な

調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
で
使
わ

れ
る
ほ
か
、社
会
福
祉
、雇
用
対
策
、生
活
環

境
の
整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

国勢調査は、
日本の未来、地域の
まちづくりのための
基礎資料になります！

診療時間
午前 9 時～午後 5 時 30 分

当 番 医
休日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

Kangaroom
Uchinada

内

カ
ン
ガ
ル
ー
ム

お
知
ら
せ

da

カ
ン
ガ
ル
ー
ム

カ
ン
ガ
ル
ー
ム

お問い合わせ・予約

カンガルーム内灘
TEL&FAX  238-3233
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花
火
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

花
火
は
正
し
く
使
わ
な
い
と
火
傷
を
し
た

り
、火
災
の
原
因（
特
に
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
打

ち
上
げ
花
火
）に
な
る
な
ど
、危
険
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。花
火
を
す
る
時
は
迷
惑
に
な
ら
な

い
場
所
と
時
間
を
考
え
、
後
始
末
は
し
っ
か

り
行
い
、
み
ん
な
が
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

も
、次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
風
の
強
い
と
き
は
花
火
は
や
め
る

・
安
全
な
場
所
で
、大
人
と
一
緒
に
行
う

・
注
意
書
き
を
よ
く
読
ん
で
必
ず
守
る

・ 

花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と
め
て
点

火
し
な
い

・
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
必
ず
用
意
す
る

電
気
火
災
に
ご
注
意

　　

最
近
、
町
内
に
お
い
て
電
気
が
原
因
と
思

わ
れ
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。電
気
製

品
は
使
用
者
の
不
注
意
や
、
誤
っ
た
使
用
方

法
か
ら
火
災
が
発
生
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご

家
庭
に
お
い
て
も
次
の
項
目
を
参
考
に
し
て
、

一
度
電
気
製
品
の
点
検
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部  

準
優
勝

　

６
月
20
日（
日
）に
河
北
潟
野
菜
集
出
荷
場

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
河
北
郡
市
消
防
団
連

合
訓
練
で
、
内
灘
町
消
防
団
第
二
分
団
が
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
で
準
優
勝
し
、
７
月
24
日

（
土
）に
石
川
県
消
防
学
校
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
第
五
十
八
回
石
川
県
消
防
操
法
大
会
に

河
北
郡
市
を
代
表
し
て
出
場
し
ま
す
。

全
国
消
防
救
助
技
術
訓
練
大
会
へ
出
場
！

　

６
月
１
日（
火
）に
石
川
県
消
防
学
校
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
石
川
県
消
防
救
助
技
術
訓

練
大
会
に
て
、
内
灘
町
消
防
本
部
か
ら
出
場

し
た
中
野
勇
希
消
防
副
士
長
が
、
地
上
約
７

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
水
平
に
張
っ
た
往
復
40

メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
往
路
は
セ
ー
ラ
ー
渡

過
、復
路
は
モ
ン
キ
ー
渡
過
で
渡
る「
ロ
ー
プ

ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
」（
26
名
出
場
）で
優
勝
し
、全

国
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

内
灘
町
消
防
本
部
で
は
、
全
国
大
会
出
場

は
12
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

住宅用火災警報器

設置義務化
火災を早期に発見！逃げ遅れ防止！

取り付けていない方は取り付けましょう

平成20年6月1日から

消防通信指令事務共同運用

火災・救急・救助は119番
災害テレホンガイド

  

☎0180-997-890
※ケーブルテレビは副音声 9chです

インターネットによる情報提供
PC ： http://fire.city.kanazawa.ishikawa.jp/uchinada/
携帯 ： http://fire.city.kanazawa.ishikawa.jp/uchinada/k/

セーラー渡過（中野勇希消防副士長）

１
機
器
の
プ
ラ
グ
に
変
形
は
な
い
か
。

2 
機
器
の
プ
ラ
グ
が
完
全
に
差
し
込
ん
で
あ
る
か
。

3 

コ
ー
ド
に
折
れ
曲
が
っ
た
部
分
や
ひ
び
割
れ

は
な
い
か
。

4 

許
容
容
量
を
こ
え
る
よ
う
な
た
こ
足
配
線
に

な
っ
て
い
な
い
か
。

5 

コ
ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
間
に
ほ
こ
り
が
た

ま
っ
て
な
い
か
。

　

 

↓ 

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

News
Fire  Department

だ
よ
り

お問い合わせ

内灘町消防本部
TEL  286-3301
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今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

『
感
動
中
国
！
女
ひ
と
り
千
里
を
い
く
』

 

谷　

崎　
　
　

光

（
文
藝
春
秋　

刊
）

　

中
国
の
暗
部
か
ら
隠
さ
れ
た
歴
史
ま
で
、

現
地
を
た
ど
り
軽
妙
な
文
章
と
美
し
い
写
真

で
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。発
展
を
と
げ
る
上

海･

揚
子
江
の
周
辺
か
ら
、世
界
遺
産
の
安
徽

省
の
幽
玄
な
自
然
、さ
ら
に
は
チ
ベ
ッ
ト･

東

南
ア
ジ
ア
と
の
国
境
周
辺
ま
で
の
現
地
レ

ポ
ー
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

電
子
書
籍
元
年 

田
代　

真ま
さ

人と

や
る
気
の
大
学 

千
葉　

智
之

世
界
経
済
が
回
復
す
る
な
か
、
な
ぜ
日
本
だ

け
が
取
り
残
さ
れ
る
の
か

 

野
口
悠
紀
雄

内
定
率
1
0
0
％
！
先
輩
た
ち
の｢

就
活
ノ
ー
ト｣

 

加
藤　

清
紀

楽
し
い
ち
い
さ
な
贈
り
も
の

 
Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｏ

死
を
忘
れ
た
日
本
人 
中
川　

恵
一

知
っ
て
お
き
た
い
リ
フ
ォ
ー
ム
＆
中
古
住
宅

の
基
礎
知
識

 

住
本　

靖
・
豊
嶋　

太も
と

朗あ
き

い
つ
で
も
お
い
し
い
豆
腐
お
か
ず 

 

 

牛
尾　

理
恵
・
栗
田　

美
香

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え 

松
山　

美
紗

あ
た
り
ま
え
だ
け
ど
な
か
な
か
で
き
な
い

文
章
の
ル
ー
ル 

高
橋　

恵け
い

治じ

柚
子
の
花
咲
く 

葉
室　
　

麟

月
の
恋
人 

道
尾　

秀
介

夜
行
観
覧
車 

湊　

か
な
え

土
曜
お
は
な
し
会

　

毎
月
、
第
２
土
曜
日
に
お
は
な
し
会
を
し

て
い
ま
す
。絵
本
や
紙
芝
居
を
、親
子
で
聞
き

に
き
ま
せ
ん
か
？

日
時　
　
　

７
月
10
日（
土
）午
前
10
時
30
分
〜

場
所　
　
　

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

７
月
の
特
設
展
示

　

６
月
に
引
き
続
き
、「
遷
都
１
３
０
０
年 

奈
良（
平
城
京
）の
都
を
た
ず
ね
て
」と「
か
え

る
の
え
ほ
ん
」を
展
示
し
ま
す
。７
月
20
日
頃

か
ら
は
、「
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
本
」と「
夏

休
み
課
題
図
書
」「
自
由
研
究
に
役
立
つ
本
」

を
展
示
し
ま
す
。

夏
休
み
期
間
の
自
習
室
解
放
に
つ
い
て

　

７
月
21
日
〜
８
月
31
日
ま
で
の
期
間
、
文

化
会
館
２
階
集
会
展
示
室
を
自
習
室
と
し
て

開
放
し
ま
す
。ど
う
ぞ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
　
　

７
月
16
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

会
場　
　
　

内
灘
町
文
化
会
館

　
　
　
　
　

３
階 

視
聴
覚
室

演
題　
　
　

｢
か
し
こ
い
遺
産
分
割
の
方
法｣

講
師　
　
　

石
川
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　

税
理
士　

野
畠　

浩
美　

氏

干
拓
地
の
風
物
詩

「
ひ
ま
わ
り
村
」の
ご
案
内

　

５
月
19
日（
水
）に
園
児
た
ち
が
種
ま
き
し

た
ひ
ま
わ
り
が
、
も
う
す
ぐ
見
頃
と
な
り
ま

す
。ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
　
　

河
北
潟
干
拓
地
ひ
ま
わ
り
村

　
　
　
　
　
（
津
幡
町
字
湖
東
2
4
2
）

①
開
村
式

日
時　
　
　

７
月
26
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

参
加
者

ニ
コ
ニ
コ
保
育
園（
金
沢
市
）、高
松
第
三
・
学

園
台
保
育
園（
か
ほ
く
市
）、実
生
・
笠
谷
・
寺

尾
・
萩
坂
・
さ
く
ら
保
育
園（
津
幡
町
）、白
帆

台
保
育
園（
内
灘
町
）

内
容　

園
児
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、花
束
贈
呈
、迷
路
あ
そ
び

②
ミ
ニ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

日
時　
　
　

８
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
の
部（
午
前
11
時
〜
）

　
　
　
　
　

午
後
の
部（
午
後
２
時
〜
）

歌
手
名

「
ら
せ
ん
」（
地
元
出
身
Ｊ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ユ
ニ
ッ
ト
）

入
場
料　
　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

河
北
潟
干
拓
土
地
改
良
区

☎ 

２
８
６-

４
４
２
４

は
ま
な
す
大
学（
第
４
回
）

情
報

Library
Information

お問い合わせ・予約

内灘町立図書館
TEL  286-1930
FAX  286-1931
図書館に対するご意見
ご感想をお寄せください。

jyoho
タイプライターテキスト
※著作権の都合により表紙写真は、WEB掲載のPDFファイルからは削除しております。
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常設リサイクルステーションのご案内
ごみ搬出量 新聞・雑誌・ダンボールなどの持込収集

日時　通年（年末年始除く）午前9時～午後9時　　場所　役場1階　西駐車場　
回収品目　町会リサイクル回収品目全般、古紙類、綿製品（綿50％以上）、陶磁器類（未使用のみ）

時間 午前7時30分～9時（時間厳守・雨天決行） 

7/14（水）
8/18（水）

●向粟崎保育所　●白帆台保育園
●北部保育所　　●宮坂学童保育クラブ

7/15（木）
8/19（木）

●緑台保育所　　●向陽台保育園
●鶴ヶ丘保育所

7/16（金）
8/20（金） ●鶴ケ丘東保育所　●大根布保育所

平成22年5月分 単位:トン（　）は対前月比

ごみ収集カレンダー ※ 粗大ごみを出す際の申し込み先
　 戸別収集受付センター　☎0120-538-557　収集日の一週間前までにお申し込み下さい。

※1 祝日、振替休日も収集します。ただし、5月3日～5月5日、12月31日～1月3日のゴミ収集は休みです。
※2 新聞・雑誌・ダンボールなどの古紙類の戸別収集は午前8時までにもえるごみと同じ場所に出してください。
※3 もえないごみに傘を出す時は、生地と骨を分別し、生地はもえるごみに出してください。

収集地区 もえる
ごみ

7月 8月
もえない
ごみ

粗大
ごみ

雑誌・
雑がみ

ダン
ボール 新聞 資源物 もえない

ごみ
粗大
ごみ

雑誌・
雑がみ

ダン
ボール 新聞 資源物

向粟崎
1･3･4丁目

毎週
火・金

14 12 5 19 26 20 11 9 2 16 23 17

旭ケ丘 14 12 5 19 26 20 11 9 2 16 23 17

千鳥台 14 12 5 19 26 20 11 9 2 16 23 17

緑台 14 12 5 19 26 20 11 9 2 16 23 17
向粟崎
2･5丁目

毎週
月・木

9 13 6 20 27 15 13 10 3 17 24 19

向陽台 9 13 6 20 27 15 13 10 3 17 24 19

アカシア 9 13 6 20 27 15 13 10 3 17 24 19
鶴ケ丘
1･2･3丁目 2 6 7 21 28 16 6 3 4 18 25 20

鶴ケ丘4丁目 9 13 6 20 27 23 13 10 3 17 24 27

鶴ケ丘5丁目 2 6 7 21 28 22 6 3 4 18 25 26

大清台 2 6 7 21 28 22 6 3 4 18 25 26

ハマナス 2 6 7 21 28 18 6 3 4 18 25 22

大学1丁目 2 6 7 21 28 27 6 3 4 18 25 24

大学2丁目

毎週
火・金

7 5 1 15 22 27 4 2 5 19 26 24

大根布 7 5 1 15 22 27 4 2 5 19 26 24

宮坂 7 5 1 15 22 27 4 2 5 19 26 24

白帆台 7 5 1 15 22 27 4 2 5 19 26 24

西荒屋 7 5 1 15 22 27 4 2 5 19 26 24

室 7 5 1 15 22 27 4 2 5 19 26 24

湖西 7 5 1 15 22 27 4 2 5 19 26 24

19:00～20：00

18：30～19：30

19:00～20：00

19:00～20：00

19:00～20：00

19:30～20：30

19:00～20：00

6：30～7：30

6：30～7：30

19:00～20：00

19:00～20：00

8：00～8：50

8：00～9：00

19:00～20：00

18：30～19：30

19:00～20：00

19:00～20：00

19：00～20：00

18：30～19：30

11：30～12：00及び
18:30～19:30

19:00～20:00

18:30～19:30

19:00～20:00

19:00～20:00

19:00～20:00

19:30～20:30

19:00～20:00

6:30～7:30

6:30～7:30

19:00～20:00

19:00～20:00

8:00～8:50

8:00～9:00

19:00～20:00

18:30～19:30

19:00～20:00

19:00～20:00

19:00～20:00

18:30～19:30

11：30～12：00及び
18:30～19:30

平成22年A 平成21年B 差引C（A-B） 増減率（C/B）

もえるごみ 553.83（14.94） 560.41（10.02） △ 6.58 △ 1.17％

もえないごみ 39.39（15.47） 27.39（△ 2.65） 12.00 43.81％

粗大ごみ 13.32（2.52） 17.65（0.81） △4.33 △ 24.53％

計 606.54（32.93） 605.45（8.18） 1.09 0.18％

町民1人当り（㎏） 22.63（1.22） 22.66（0.32） △ 0.03 △ 0.13％

缶・びん・ペットボトル等 16.99（△3.22） 22.35（6.36） △ 5.36 △23.98％

☎ 239-0887
☎ 286-0345遊子苑うちなだ

☎ 239-3390

☎ 286-9008グループホーム 白帆台

☎ 238-1152
グループホーム

☎ 237-8900

ホームページを新しくつくりました
検索は uchinada-gh.net

グループホーム 華

イエローガーデン

広告

Garbage

Collection

収
集

ご
み

お問い合わせ

町民福祉部
環境政策課
TEL  286-6712

古着・古紙類の
無料回収（予約不要）
時間　午前9時～正午
場所　エコみらい河北
　　　正面出入口
7/18（日）・8/1（日）
問い合わせ先
河北郡市広域事務組合
「エコみらい河北」
☎ 288-4545

※2 ※2 ※2※2 ※2 ※2

※1

※1

※1

※3 ※3
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日 曜日 主な行事やお知らせの内容

6 火 第4回まちづくり町民会議（19：00、役場）

7 水

8 木 すくすくタイム（10:00、カンガルーム） 
消費者無料法律相談（13：30、内灘町社会福祉協議会）

9 金

10 土 土曜おはなし会（10：30、図書館） 
国際交流サロン（13：30、文化会館和室）

11 日 参議院議員通常選挙（7：00～20：00）
献血（13：30、コンフォモール内灘）

12 月 年金相談窓口（10：00、役場１階相談室） 
健康相談会（15：00、保健センター）

13 火 生活就労出前相談（9：30、役場１階相談室） 
1才6か月児検診（13：00、役場）

14 水 手話通訳者配置日（10：00～12：00、役場１階）

15 木

16 金
５才児検診（12：45、役場） 
人権・行政・消費生活相談（13：00、働く女性の家） 
はまなす大学（13：30、文化会館３階）

17 土 北鉄浅野川線サイクルトレイン実施（～10月31日）

18 日
19 月 海の日

20 火 ４か月児検診（13：00、役場）

21 水

22 木
生活就労出前相談（9：30、役場１階相談室） 
ベビーマッサージクラス（10：00、保健センター※要予約） 
無料法律相談（13：30、内灘町社会福祉協議会）

23 金

24 土 河北潟農産物収穫体験（9：00、河北潟営農公社前※要予約）
町民夏まつり（15：30、町総合グラウンド）

25 日 レッツ！プレママ・プレパパクラス（10：00、カンガルーム）

26 月 年金相談窓口（10：00、役場１階相談室） 
まちづくり町長談話室（13：00、役場１階ロビー）

27 火 第１回　介護者のつどい（10：30、役場102会議室）

28 水 手話通訳者配置日（10：00～12：00、役場１階）

29 木

30 金

31 土 河北潟夏休み親子バスツアー（9：00※要予約）

1 日
お父さんの子育て講座（プール遊び）（10：30、内灘町屋
内温水プール※要予約） 
羽幌町･内灘町交流事業 和太鼓合同演奏会（15：00、町民ホール）

2 月 BCG接種（13：00、町民ホール） 
まちづくり町長談話室（18：00、役場展望ラウンジ、予約期限7/30）

3 火 ３才児検診（12：45、役場）

4 水

5 木
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福
祉
に
対
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る
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
り
ぼ
ん
の
会　

様

　
（ 

ア
カ
シ
ア
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
祭

　

   

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
収
益
金
）

◆
匿
名
の
方

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
の
花

7月の行事カレンダー

プライバシー保護のため、当町に
住所を有する方で、本人またはご
家族の申し出のあった方のみ掲載
しています。

Census
Registration

平成22年5月末届出まで
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〒 920-0292 石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL （076） 286-1111 / FAX （076） 286-0617
Eメール uchinada@town.uchinada.ishikawa.jp

● 広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　TEL （076） 286-6753
● 最新情報満載の内灘町のホームページをどうぞ御活用ください。

1部あたりの単価は48.14円です。

使
う
の
で
、
参
加
者
が
多
い
と
き
は

大
変
で
し
た
。

　

手
打
ち
蕎
麦
の
美
味
し
さ
は
「
三

た
て
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
、①（
蕎
麦
粉
の
）
挽
き
た

て
、②（
蕎
麦
の
）
打
ち
た
て
、③
茹

で
た
て
、
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
三
た
て
が
、
手
打
ち
蕎
麦
の
魅
力

で
も
あ
り
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
も

知
っ
て
も
ら
い
味
わ
っ
て
も
ら
え
れ

ば
よ
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

蕎
麦
屋
さ
ん
を
開
き

た
い
と
い
う
夢
が
あ

り
、
定
年
後
に
手
打
ち

蕎
麦
を
習
い
ま
し
た
。

田
舎
の
古
民
家
で
蕎
麦

屋
を
開
店
し
た
い
と
思

い
、
能
登
の
方
で
物
件

を
探
し
た
り
も
し
ま
し

た
が
、
今
は
自
宅
で
趣

味
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

最
初
は
自
宅
に
知
人
を
呼
ん
で
振

舞
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
口
コ

ミ
で
話
が
広
ま
っ
た
の
か
、
公
民
館

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
イ
ベ
ン
ト

に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
蕎
麦

打
ち
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

体
験
教
室
で
は
参
加
者
が
自
分
で

打
っ
た
蕎
麦
は
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

き
、
私
が
用
意
し
た
蕎
麦
を
食
べ
て

も
ら
い
ま
す
。
蕎
麦
打
ち
は
体
力
を

今
月

　

谷 

幸
治
郎
さ
ん

前
回紙

丸 

美
智
子
さ
ん

以前から太陽熱温水器やソーラー発
電等に興味があり、自宅に導入した装
置もあります。内灘町でもこういった
装置を、例えば河北潟に太陽光発電
基地を作ってはどうでしょうか。エコ
で環境にも優しく話題性があり、余剰
電力の買取もあり一石二鳥。

町への一言

かみ      まる　　      み           ち           こ

　　　　　　　　　　  あし       たに　　   こう         じ        ろう

毎
回
出
場
者
に
次
回
出
場
者
を
リ
レ
ー
方
式
で
紹
介

今月は紙丸 美智子さんから
紹介のあった　谷 幸治郎さん
に登場していただきます

窓口を延長しています。
内灘町役場
開庁時間のお知らせ

月～金曜日
（祝日、年末年始除く）

午前8時30分～
午後5時30分
延長窓口（町民生活課）
午後5時30分～7時
（住民票、戸籍、印鑑証明書発行、
印鑑登録）

お気軽にお越しください。
まちづくり
町長談話室のご案内

第1月曜日
午後6時～8時
役場6階展望ラウンジ
※ 1週間前までに予約してください。

その他の月曜日
午後1時～3時
役場1階ロビー
開催予定日
7月26日
※中止になる場合があります。

内灘町の人口

平成22年5月末 前月比 前年同月比

合　計 26,803人 8 81
男　性 13,006人 4 81
女　性 13,797人 4 0
世帯数 10,031 9 145

〈5月中〉

出生／  15人
死亡／  22人
転入／  54人
転出／  39人

※上記は住民基本台帳人口です。（外国人登録人口182人）

FMかほく
災 害 時 各 種 情 報

78.7MHz

うちなだ潮騒だより
毎日2回放送
AM 8:25～8:29  PM 5:55～5:59

風案内はまなすさん 
第2・4金曜日 AM11:00～11:30
再放送・翌日曜日 AM11:00～
　　　・翌週月曜日 AM7:30～

サンセットクルージング
（役場インタビュー）

毎週金曜日  PM 4:49～
※多少前後します
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